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まえがき

本書は，’91年9月のサンバー660の新発売に際し，既 

販車との相違点に関する整備要領を説明したものです。 

下記資料と併せて，ご熟読のうえ車両の正確.迅速な整 

備を実施するための資料としてご活用ください。

本書の他に次の資料を発行しておりますので，併せて 

ご活用くださるようお願い致します。

5八1\^已八只 新型車解説書 ，91-9

5八闓8八只 電子制御装置

トラブルシューティングマニ:ァル，9卜9

5八闈日八只 電気配線図集 ，91-9

じ7281八

卩7281八

乂7281八

なお，本書の内容は1991年9月発売の車両を基に作成 

してあります。車両め仕様変更等により今後の車両と内 

容が一致しないことがありますので，あらかじめご承知 

おきください。今後，仕様変更などあった場合には，テ 

クニカルインフオメーシヨンその他でご連絡いたします。

1991年9月

富:！:壅工業株式5尉

07281八
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本書の見方

—整備作業の説明範囲----------- ；------------------------------------------------------------------------------------------------

整備作業は大別すると「診断」，「修理」，「完成検査」の3工程に区分することができます。「診断」は故障原因 

を究明するためのトラブルシューティングの要領を，「修理」は脱着，交換，分解，組立て，点検，調整等の作業 

要領を説明してあります。「完成検査」は納車に当っての機能，作動，建付け，外観塗装等，車としての総合チェッ 

クですが，本書では省略してあります。また，五011を備えた電子制御装置氓皿^，電磁クラッチ，シフトロック 

システム）のトラブルシューティングは，別冊の「電子制御装置トラブルシューティングマニュアル」にまとめて 

ありますので，本書では省略してあります。 已〇リ：エレクトロニックコントロールユニット

説明内容の見方

各編の細目次は，編毎にまとめてあるので，該当個所はそれぞれの編別目次によって検索してください。整備

要領の説明は各章別に，基本的には準備品

整備要領の順で記載してありますが，章によって必要のない項目の場合は省略してあります。

準備品

専用特殊工具 
(5？601311001)

市販の
汎用特殊工具

サンバー用とし
て新製した専用 
特殊工具のみ形 
状を図示してあ 
ります。

作業前に準備しておくべき專用特殊工具，市販の汎用特殊工具，計器および油脂類などにつ 

いて表にまとめ，夫々の用途を簡単に説明してあります。ただし，ジャッキ，リジッドラッ 

クなど一般整備工場に常備されていると思われる準備品については省略してあります。

く記載例〉

区分工具品番または形式 
1 1

名称
/

用途
1.

5丁
499785500 レンチ（新設） オイルシールホルダ脱着

922600000 ハブインストラ （新設) フロントハブ取付け

コイルスプリングコンフ。レッサ ストラット分解.組立て

工具 オートリフト 車体昇降用

チェーンブロック トランスミッシヨン脱着

計器
サイドスリップテスタ サイドスリップ測定

ターニングラジアスゲージ 転舵角測定
油脂

その他 卩乂2200クラッチグリース クラッチプライン部潤滑



本書の見方

説明内容の見方

仕様
国部品配置図

II構成部品

そのシステムの主な仕様，諸元を記載してあります。

そのシステムの構成部品の取付位置，状態，部品名称がわかるようにしたものです。 

く記載例〉

そのシステムの部品構成，部品名称，締付トルク，ボルト.ナットサイズ，油脂類，再使 

用不可部品，整備基準値等を記載してあります。

く記載例〉

4 土 0.54

, 75 土 0.21

1.8 土 0.54

0.75 土 0.24-⑴
3.3土 I ね

トラブルシューテイングそのシステムの故障原因を究明するための手順，方法を表またはトラブルチャー

整備要領
卜で記載してあります。

各装置または部品について，基本的には

調整丨の順序に記載してあります。ただし，簡単な装置，部品については，丨脱着 

等にまとめて記載してあります。また，構成部品の図示だけでわかるような場合は，国整備 

要領の項を省略してあります。



本書の見方

用語.シンボルマークの定義

注意

基準値丨点検，調整時の許容範囲を表す値または

作動状態の判定を示します。

重要作業や危険作業の要注意事項を示し 

ます。

く參考〉参考を容易にするための補足解説です。

く注記〉用語，仕様，説明文等に対する補足解説

です。

整備要領の中での，作業手順を示します。

1x1

女

締付トルクげ01^116)を示します, 

単位：は -111
(例）「112.5 士 0.5 坟6 -111

个 个 
中央値公差

再使用不可部品を示します。 

オイル注入，塗布を示します。 

(例）

パワステ ブレーキ

グリース塗布を示します。

(例）

シエル6459问

ボンド，液体ノぐッキン等を不します0

(例）

スリーボンド#1215

特殊工具(邰60131丁0〇1)を示します 

(例〉

498745600

—略語説明-------------------------------------------
人/〇 エアコンデイショナ

人88丫 アッセンプリ

人丁ド オートマチックトランスミッションフルード

8入冗 バツテリ

31 ベルジョイント

コンプリート

0？11 セントラルプロセシングユニット

1)01 ダブルオフセットジョイント

E^\] エレクトロニックコントロールユニット

エレクトロコンテイニアスリイバイアブル 

トランスミッション 

エクストフロー

エマージヱンシロッキングリトラクタ 

エレクトロニックマルチポイントインジェク 

ション

10 イグニッション

180 アイドルスピードコントロール

マニアルトランスミッション

N1 ナチュラルアスピレーション（自然吸気）

0110 オバーヘッドカムシャフト

0？ オプションパーツ

？00 ピッチサークルダイヤメータ（直径）

80 スーパチャージャ

8界 スイッチ

11 トリポードジョイント

V。 ビスカスカップリング



1—3 エンジン.トランスミッション型式一覧

國エンジン.トランスミッシヨン型式一覧表

\\ 項目
トランス

ミツシヨン型式

-

車 種

\

車両型式記号 エンジン型式 駆動方式 備 考

ド/丁はフルタイム4^1)

一方開 ル尺3381舰 EN07^VN2A0 丁肘601人〇1^ 5^
2勸

三方開 灯〇 11 3皿 〃从⑽八〇 )1 11

11 11 321\1 II 11

II
スーパ

カスタム 11 331\1 // 11 1)

標
II 営農 11 3AN[ // ¥N250 )1 11

卜

準

11
営農スーパ 

カスタム 11 // ¥N233 1！ 11

)1

11 32尺 1601人81心 II 30揣扒

50 1！ 32し // 乂02八〇 1^401X83^ 兄〇マエ
2響

//
ル // 511) 純3433爪 EN07^V^I2A0 丁界601：6丸2八八 5彻

ッ 7/ 11 32N //又112八0 了'入/'18八2八八 豇1^十51\^
4衝

丁界601乜八2〇\
II ：8八20人も有り1 // スーパ

カスタム 11 33？ IIゾ又2八8 丁丫6010八1心

ク // 営農 II 3AN ,,乂1；280 顶01私脱 4勸
丁聊018八2〇八 // ：6八20人撕

フ
” 営農スーパ 

カスタム 11 3鮮 //ママ233 丁丫 6010八1八八 F/TA^
II

50
11 32 了 它则7^112八0 ^601662^ 4衝

丁獨01382以も有り

// 営農30 11 3八3 II又023〇 丁丁4011^3益 F/T4：^I) 30^1^？1

ノ\ 三方開 抓33】32皿 EN07^VN2A0 T^A601A^1AA 2彻

イ

11 赤帽 7/ 3⑽ ；；¥N200 ¥N206 1！ I！1
ノレ

|

II 赤帽 // 301^ EN07VVN200 丁以601人81八八 11

)1 50 // 3仏 // ン1)200 18401X83^ 远(:VI
2觀|

フ

// V-E：54I32N 070乂1；2八0 ''入,6ハ18八2八八 
胃601以獻

只1^十5肌 
4稱

丁聊018八2〇\も

有り

II 赤帽 II 3⑽ 〃 V11200 丁界6013八2^ 11

パ ネルノく ン
II又⑽八〇 XIV1601八01益 5慰

2彻

ハイル--フ両側開 郵政 7/ 80^ II又似八〇 II II

赤帽 )1 801^ ,,¥N200 ¥N205 II /;

5



エンジン.トランズミッシヨン型式一覧

\ 項目

車種 \

車両型式記号 エンジン型式

トランス

ミツシヨン型式

駆動方式 備 考

ド/丁はフルタイム4^0

\

パネルノくン

ハイルーフ両側開

5X0 丑蘭。又112八0 丁界6018八2狀
4彻

\

郵政
II 8(^ II 乂112八0 // ”-

赤帽
” 8(^ 〃 V11200 11 II

2

シ

1

夕

バ

ン

標

準

ル

1

フ

2シータ

5X0 :又335孤 //マ犯八〇 丁施01八〇1八八

5慰

2勸

郵政
II 5碰 1)ン见八〇

11 II

郵政
:ゾ485聊 II 乂112八0 丁界6013人2心

4稱

ハ

イ

ル

1

フ

又抓3】5顶 //又犯八〇 XIV1601八01八八

5慰

2勸

赤帽
// 5腿 // ¥N200 // ,II

郵政
〃5謂 //从似八〇 // 11

4

赤帽
〃 V11200 丁界6018厶2八八

4雪

郵政
II 5腿 II又112八0 II 11 '會

4

シ

1

夕

バ

ン

標

準

ル

1

フ

4シータ

5X1) V-E：V3E51]V[
,,从见八〇

丁施〇认〇嫩
5慰

2彻

〃 52^ II又犯八〇
II II

” 5腿
,,从⑽八〇

11 )) -.#

5X0 :ゾ485，
,,又1；2八0 

又112八八 4稱

[丁 II 5腿
II从1；2八0 II //

ハ

ィ

ル

1

フ

31)乂

孓勝31521VI ”又犯八〇 丁應01人〇1八八

5慰

2雪

II 52八 //又02八〇 丁840瓜八1八八

五〇又丁

2稱

30又

30

II 52尺 丑則7^^2八0 ^60^6^
5^

2彻

心

II 52し II又02八〇 丁84011^83八八

丑〇又丁

2彻
30

V-E：V4I52N £N07しゾリ2益 丁界6018众2益
4勸

50

” 521 丑腸7パ112八0
丑1^51\^

4聊
30

II 525 // 〃02八0 丁丁401？83八八

已〇又下 

卩汀4醫
50^1^？1

ハイ

カスタム
〃 53N EN07^V^T2A0

4彻

6



エンジン.トランスミツシヨン型式一覧

種

項目

\ 車両型式記号

\

エンジン型式
トランス
ミツシヨン型式

駆動方式 備 考

ド/丁はフルタイム4X0

\
尺I

孓1^^3 了 54% VN2A0
咖07。 頂601ん〇1八八 5附

2观

” 54八 \ ,,又02八0 丁8401祖1八八 兄〇又丁
2補

卜 ハ 5 尺了-八/〇 〃55厘 II 颗2八八 丁施01八〇1心 5慰
2勸

ィ
叉5

// 56仄 卩付〇フ丫 VN2AA 匕則7 丫颗2仙 丁膽01八81八八 7； 30叼1^？1

ノレ 汀 〃56乙 ；； マ1)2八八 丁340：^33益 丑〇マ丁
2漏 30兄撕

1 V-I^V4I54N £N070又1；2八0 贾6018八2八八 4珊

ィ フ ァ 〃54？ // ”2八8 丁丫6010八1八八
只乙十5慰

〃55N 070又112益 丁界601：6八2八八 叼乙十5肘丁
4勸

// 5611 〇 7 Vマ^ 2八八5：胃^颗2八3 丁獨1。82八八 EL+5]V[丁 
卩々4柳

- // 565 了丁401觸八八 丑(:又丁 
卩パ4儒 30丑順

ディアス
V^V3]^4NL 丁施01人〇1益 5慰

2稱

サ 5 ”〇4八 ,,又02八0 丁3401财1八八 圮〇マ丁
2勸

ィ ン
ド ディアスII

// 06仄 丁]\1601及81^ 5^
2動 30.五顯

ァ サ
卜

// 06乙 ,,マ02八8 
マ02八0 丁34011^：63^ 只〇マ丁

2彻 30.丑撕

ス ン ァ
ディアス

4104X 7厂 V リ2八〇 五則7。彻心 圮し十5慰
4稱

ル II 04？ //ママ2八8 1^601。八1八八

1
ディアスII

// 06尺 丁丫601032八八 ド々4勸 30圮腦

フ 〃065 ，；ゾ02八8 
マ〇2八0 1^401？83心 30^1^？1

、，， ！丨



エンジン.トランスミッション型式一覧

エンジン型式記号の説明

巳 IV！ 07 0 V 1\1 2 八 0

仕様差異区分

仕様差異

年改設計変更

結合トランスミッション区分

排ガス規制区分

燃料供給装置区分

排気量区分

車系表示

エンジン記号

〇:八/〇, 173なし標準 3 :尸/3付

八：八/〇付 0：八/〇+尸だ付

八：標準 8 :営農 0 :赤帽

1—2......................本書では2

0 :只只2胃它(:V？ N1 ^ 2观5以丁

尺：卩/丁 4^只〇又丁 1；： 3/丁 4勸5鮮

V：ド/丁得0 5慰

1):乗用系

V：商用系

0 : NA*キャブレータ

X : 30丑順

じ

07 : 66000

:軽系4気筒

にエンジン （注）まセレクテバ

卩/丁 ：フルタイムの略号

ランスミツシヨン型式記号の説明

叫丨60丨丨1」し八丨丨八】し2丨し八|丨八」
I I | | I1ご—丨仕様差異(『デジつ

仕様差異ひな5)

年改設計変更

結合エンジン区分

トランスミッション 
基本仕様区分

トフンスミツシヨン
シリーズ区分

ギヤ芯間区分

トランスミツシヨン
変速，駆動区分

トランスミツシヨン記号

八：仕様差異なし

八：標準 〇:デフロック十フリーアクスル付
く 8：テ'フロック（〇/し）付 

、〇 :フリーアクスル(八/ド）付

1—2—3……本書では1一3を使用

：NA.キャブレータエンジン

: ェンジン 0 :赤帽仕様

八： 5^ ^ 2^0 
3 :迟し十5慰3/丁 4腳 
0 :已乙十5鮮卩/丁 4界〇 

^ N1兄〇ソ了尺只2^1)
？:尼〇ソ丁 F/T傳0

1:サンバー660系トランスミッション 
60 : 1^了（ メーンシフト〜ドラピン間）
40 :迟(:VI(プーリ芯間〈140〉を下2桁で表示）

6 : 2观: 2界0⑽丁，3；37了4\^0圮0乂丁 

丁 ：ド汀4卵五(:VI，: 3/14^1) X: ^丁4界0以丁

丁：トランスミッション



打刻番号の位置

ペイントカラーN0，ラベル

鲁トランスミツシヨン製造N0.ラベル

(例）

^トランスミツシヨン型式ラベル

(例）丁1\1601八01心

^1(\1丁 〇〇し0只日已闩

〇〇し〇闩 1\1〇 54
(右側ドア，サイド部)

鲁エンジン型式（錡出し）

(例)£N07

(シリンダブロッス上面）

鲁エンジン製造N0.(刻印）

(例) 451590

車合番号（刻印）

(例）尺33ぷ4001黒皮のまま 

(右側フレーム外側中央）

打刻開始问〇.

く車 両〉 くエンジン〉 く トランス ミッション〉

1^5 3 040001 £N07 451590 冲刪 209851〜

仄5 4 078001 く注記〉 ぺ 209144-

ぴ3 056001 070(キャブ)，£N07 丫 ，60 209795〜

^4 051001 (ス ーノヽ。チヤージャ）の区 ^3 40 291131〜

分なく混合連番で採番し げ丁40 291457〜

ている。

(注記）マニアルトランスミッシ ョンは，丁1^60，^60

了丫60は，混合連番，だ〇マ丁系は，1^40，1^40を

混合連番で採番している。
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4西0回路のしゃ断

くフルタイム車（171丁車，巳ひ/丁車共通）〉

エンジン房内のトランスミッシヨン上部にあるトランスファシフトロッドで 

4界0—尺砰〇を切換える〇 ハウジングケース

- 4觀—勝〇

㊀ドライバ等によりロッドの溝を使って引き出す0

丨9,5咖一2以0状態

II刪一4^0状態

籲 勝〇一 4界〇 

ロッドを手で押込む。

くセレクティブ車（1^丁車)〉

セレクトレバー上面の4^0セレクトスイッチを

お…〇位置に切換える 〇

2^0

4^0セレクトスイッチ

注意

4界0一 尺界〇の切換えが重い場合は，嚙合クラッチにトルクがかかっており，直進走行後，操作するとスムー 

に切換わる。

ジャッキアップあるいはローラー上で点検整備する前には，必ずトランスファシフトロッドがケース端面より規 

定長さ出ている事を確認すること 〇 (スピードメータテスト，ブレーキテスト，オンザカーバランス等)
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車検時の測定要領

ブレーキテス

くど〇ソ丁車の制動力測定時の注意事項〉

丑〇又丁車は，制動力測定においてギアミッション車に比較して初期値が高く出る。これは変速機(〇ゾ丁)の特性に 

よるもので，エンジン運転中，〇又丁のプーリにコントロールされた油压が常に掛かりスチールベルトに張力が掛 

かった状態となる。この張力の影響で制動力測定時の初期値が高く出る。

したがって，ブレーキテスタを使用してブレーキの引きず 

りの有無を確認する場合には下記の条件で実施すること。

測定条件 エンジン停止，レンジ

判定基準 片輪20は#1以下

氺1:判定基準値を越えた場合は車両をジャッキア 

ップして，各輪ずつ手で回し車輪の回転状態 

を確認する。
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2 エンジン 注1: 90.3整備解説書(上巻） 
注2 : 90.7^型:^解説書⑽〇)

腦主要変更点................................................ 15
2-1ェンジン仕様

国仕様........................ .................... (注1？，23)
2—2ェンジン点検.調整

圓準備品......................................................16
国整備要領

(1) バッテリ................................. （注1ド25)
(2) 冷却水..................................... (注1？，25)
(3) エンジンオイル公オイルフイルタ（注1？，26)
(4) スーパチャージヤオイル""（注1？，26)
(5) ェアクリーナエレメント注1？，27)
(6) フェーエルフイルタ..............(注1F.27)
(7) スパークプラグ................................... 17
(8) 圧縮圧力................................. (注1？29)
(9) Vリブドベルト.................................... 18
(10) バルブクリアランス..............(注1^31)
(11) タイミングベルト..................(注1？，32)
(12) ェンジン調整问八車..........................19
(13) ェンジン調整50車............ (注1ド36)
(14) キャブレータ..........................(注1？，37)
(15) アイドルバキューム..............(注1ド38)
(16) ベーパライザ........................ (注2 ？，38)
(17) ェンジン調整........................ （注1？，40)
(18) タール抜き............ ............... (注2 ？，40)

2-3ェンジン脱着
国準慊品................................(注1ド39)
国整備要領............................(注1？，39)

2-4 ェンジン主機
国準備品................................(注1？，59)
圓構成部品............................(注1？，61)
国トラブルシューテイング..(注1^62)
国ェンジン八55 丫分解.組立概要（注1？，63) 
国整備要領
(1) シリンダヘッド............. (注11^.64)
(2) シリンダブロック........(注1？，66)
(3) ピストン汝ビストンピン”…(注1？，70)
(4) ピストンリング............(注1？71)
(5) コネクティングロッド........ (注11\73〉
(6) クランクシャフト................ .(注1？，74)
(7) ェンジン主機組立て....(注1ド76)

2-5動弁機構
國準備品.............................. (注1？，79)

国構成部品....................................(注1ヒ81)
国整備要領
(1) タイミングベルト沒スプロケット…(注1？，82)
(2) /くノレブロッカ八55丫 ..............(注11^.86)
(3) カムシャフト............................（注1？，87)
(4) バルブ4バルブスプリング…ベ注1789) 

2-6ェンジン潤滑システム
国準慊品.....................................ベ注1？，93)
国仕様.............................................(注1793)
國構成部品...................................... (注1^94)
IIトラブルシューティング............(注1ド，94)
圍整備要領
(1) オイルフイルタ........................(注1？，95)
(2) オイルポンプ.......................... (注11^95)
(3) オイルプレッシャスイッチ…(注1？‘97)
(4) オイルパン汝ストレーナ …..(注11\98)
(5) オイルクーラ（已〇ソ丁車）(注1只99)

2 — 7 ェンジンクーリングシステム
国仕様......................................... (注1？ユ〇〇)
国構成部品...................... ........... (注1ヒ皿)
圓トラブルシューティング........ （注11^.105)

國整備要領
(1) ラジェータ電動ファン..........（注1？，107)
(2) ラジェータ..............................（注1ヒ107)
(3) 冷却水補充.交換...............（注1ド1〇8)
(4) ウォータポンプ................. (注1ド，110)
(5) エンジンルームフアン …〇王11^.111)

2—8 ェアインテークシステム
圓構成部品..........................…“（注1？115)
国整備要領
(1) ェアクリーナケース，…"（注1？ユ17)
(2) インテークマニホールド“（注17118)

2-9八フ:L-ェルシステム(キャブレータ）
国仕様......................................... （注1？，119)
国部品配置図..............................(注1？120)
国トラブルシューティング.........(注1ド121)
圓整慊要領
(1) キャブレータ...................."(注1？122)
(2) フェーェルタンク..............（注1？，127)

2-9 8 フューエルシステム（巳从巧）
国整備要領
⑴フューエルポンプ............... （注1ヒ128)
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(2) プレッシヤレギュレータ“(注1^128)
(3) ノックセンサ......................(注1^128)
(4) フューエルインジェクション…(注1？129)
(5) 吸気温センサ，水温センサ（注1？129)
(6) 02センサ............................ (注1严129〉

2 — 90 フューエルシステム（し卩〇)
〔1〕トラブルシューテイング........... （注2 ？，41)
〔2〕1^6ボンべ
II構成部品.................................. （注2 ？，43)
国トラブルシューティング........... （注2 ？，44)
I整備要領................................. (注2 ？，45)

〔 3〕し卩6ソレノイドバルブ6フィルタ
I構成部品.................................. (注2 ？，47)
國整備要領.................................. (注2 ？，48)

〔4〕高圧配管
圓整備要領.................................. (注2 ？，50)

〔5〕ベーパライザ
国準備品....................................... （注2 ？，51)
I構成部品................................... （注2ド52)
国整備要領.................................. （注2 ？，53)

〔6〕アダプタ
国整備要領............. ...................... （注2 ？，64)

〔7〕し1^6キヤブレータ 
国整備要領................................... （注2 ？，65)

〔 8〕ガソリンタンク，フイノレタゐポンプ
II整備要領................................... （注2 ？，67)

2— 10 エキゾーストシステム
国構成部品..............................................24
国整備要領.................................(注1？133)

2-11 エミッションコントロールシステム
国整備要領
(1) キヤニスタ.........................(注1¥.135)
(2) チェックバルブ.............(注1ド135)



エンジン

国主要変更点

1.スバルセレクトモニタ用カートリッジを新製する。

2 ,スパークプラグの2極沿面プラグを標準タイプに変更。

3. NA.]V[Tパワステ車，NA.E0VT車のアイドリング回転数を設定。

4. NA*E0VT車用キャブレータにダッシュポット新設により整備要領追加。

15



準備品

3了 498545400 オイルフイルタレンチ オイルフィルタ脱着

バッテリ比重計 ハへソテリ比重測定

トーヨーテック01)-510 コンプレツシヨンゲージ コンプレッション測定

タイミングライト 点火時期点検

計器 498307900 スバルセレクトモニタ エンジン回転数，点火時期測定および故障診断

498348900 力ートリッジ スバルセレクトモニタ用

エンジンチューナ エンジン回転数，吸入負压測定

シックネスゲージ バルブクリアランス点検，調整

スノゞル
セレクトモニタ

外部接続コード 
(セツトに含む)

モニタ用力ートリツジ
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エンジン点検.調整——スパークプラグ

国整備要領（7)スパークプラグ 

——点検

(1)スパークプラグは，下記の事項を点検し，必要に 

応じて，清掃，修正あるいは新品に交換する。

-電極部の汚れ 

#堆積物の有無 

〃電極部のすき間 

-硝子絶縁体部のひび割れ 

#ターミナルの損傷 

攀ガスケットの損傷

⑵スパークプラグが焼け過ぎの場合は，下記の原因 

が考えられる。

，燃料混合気のうす過ぎ 

-点火時期の進み過ぎ 

^冷却の不足によるエンジン過熱 

- 7°ラグの締付け不良

⑶スパークプラグがカーボンでくすぶる場合は，下 

記の原因が考えられる。

-長いアイドリング運転や低速運転 

-燃料混合気の濃すぎ 

#点火時期の遅れ

#イグニッシヨンコイル，ハイテンシヨンコード等

点火系の劣イ匕

，ピストンリング，バルブガイドの摩耗

(4)電極部が汚れている場合は，プラグクリーナ又は 

ワイヤブラシで清掃する。

⑸電極すきま

電極すきまをスパークプラグギャップゲージ（ワ 

イヤゲージ）を用いて測定する。基準値以外の場合に 

は，ワイヤゲージを用いて調整する。

電極のすきま

(7)スパークプラグ取付け

スパークプラグをプラグレンチに挿入し，プラグ 

座面に指先で仮締めした後，プラグレンチハンドル 

で締付ける。

スパークプラグ締付トルク： 2,1±0,34-111

⑻スパークプラグ適合型番

:型番 N0型番 電極すきま(01111)

腿—11 1.0〜1.1
1061^ — 1111 1.0〜1-1

交換時期 10,000蚰每
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エンジン点検.調整 ヤリブドべルト

⑼ Vリブドべル

点検.調整

(1) ベルトは，亀裂，損傷，油の付着がないかを点検 

し，損傷甚だしいものは交換する。

(2) エンジン運転時に，ベルトが波打ち又は横ぶれし 

て回転しないか，ベルトのゆるみとアライメント奋

点検する 〇

暴

く 1\1八車〉

ベルトの張りは下記のとおり。（）内の数値はベル 

卜の継続使用の場合。他は新品ベルトの場合。

一般車

〇

〇
請

〇
つ

く 5¢ 車〉

(1)調整を行うちときは，スライダボルトのロックナ 

ットを一旦ゆるめ，スライダボルトをまわして，ベ 

ルトの張りを調整する。

氏

1*1%
^3

ぬ

スライダ 
ボルト

〇
ロックナツト

0
0 〇.

誠

ベルトテンシヨ 
固定ボルト

2.0 土 0.24』
(1)

の

%

ベルトのたわみ： 9〜11腿/101^8(11〜1301111ゾ10は)
張力： 45土 5は （35 土 5吆）

八/〇付車

〇
丨@

,0,

〇

〇

ぐ

ベルトのたわみ： 5〜6 111111710^( 5〜7 111111710^)
張力： 70 土 101^ (50 + 5は）

⑵ベルトの張りは下記のとおり0 ()内の数値はベ 

ルト継続使用の場合。他は新品ベルトの場合。

〇,淡
(，じ&ら^ 八 〇, 〇〕

〇‘
\0

で ^
‘ 〇ノ

8

()八ル無，！：认/〇有
八ベルトのたわみ： 7〜8 111111/101^( 7 ~ 9 0101/101^)

〔 4〜6 111111710^3
張力： 55 土10让2 (45 土 10吆)

8ベルトのたわみ： 6〜8111111710^( 7〜9 01111/101^)

張力： 70 + 10^2 (60 土 10竑)
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エンジン点検.調整 エンジン調整

⑽エンジン調整⑸八車⑺八，調整表)
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エンジン点検.調整——エンジン調整NA車

エンジン調整问八車（バキュームホース，デイストリビュ

⑴バキュームホースの点検

(1)バキュームホースを点検する。

次の点を点検し，不良の場合は交換または修正す 

る。

① 誤配管の有無

② ホース抜けの有無

③ ホースの亀裂の有無

注意
荷台トラップドア裏面に貼りつけてあるバキューム

配管図を参照する。

バキューム配管図

--- 入

5

し —1

一夕）

—(2)ディストリビュータの点検.調整——

(1)ディストリビュータブレーカポイントを点検する。

① 内部オイル漏れ

② 内部の汚れ
③ カムクロージングアングル

調整値
三菱製 49。〜55。ぼ“)トギヤツブ。.5誦

日本電装製 49〇〜55。はトギャップ0.45咖

④ポイントギャップ

調整値
三菱製 0.45〜0.55111111

日本電装製 0.4〜0.5111111

接触不良（ポイント面の焼損，荒れ，汚れ)があると 

きはポイントを磨くこと。

⑤ポイント接点圧

基準値
三菱製 450〜6002

日本電装製 400〜55〇2

⑥コンデンサ容量

基準値
三菱製 0.243〜0.297//卩

日本電装製 0.225〜0.275//卩

⑦ ガバナおよびバキューム進角装置の作動状態

⑧ カム表面およひ頭部，ホイントアームヒールの 

グリースの有無(少量ついていれば可）

⑨ 各コードキャップ差込部のゆるみおよびリーク

点検
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8100 14(

8100 10( 
8100 6°

丁〇〇

# I，#4ピストン 
上死点位置

エンジン点検.調整

エンジン調整車（点火時期)

⑶点火時期の点検，調整

(1)バキュームホースの配管を確認する。

⑵ポイントギャップを点検し，必要により調整する(

(3) ラジエータファンが回るまでエンジンを充分暖気 

する。

(4) タイミングライトを#1コードに接続し，タイミン 

グマークが一致しているか点検する。クランクプー 

リの溝とタイミングベルトカバーの爪の位置が一致

すること 0

8丁0。14(

已丁00丨0( 
8丁00 6。
100

#1, #4ピストン 

上死点位置

八/〇付車

エンジン調整㈧八車

(5)デイストリビュータの取付けボルトをゆるめる。 

⑹デイストリビュータをキャップ側から見て，右へ 

回すと点火時期は進み，左へ回すと遅れる。

進む 遅れる

⑺次の表のように点火時期を調整する。

車種’ 点火時期出丁〇で/印!!!）

腿車(パワステ無!心) 6/800

NAパワステ車 6/850
祖尺〇乂丁車 6/900
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エンジン点検.調整 エンジン調整⑸八車

エンジン調整问八車（アイドル回転数，00, N0濃度)

⑷アイドリング回転数の点検^調整

(1)ラジェータフアンが回るまでエンジンを充分暖気

する 0

⑵点火時期が正しく調整されているか点検する。

⑶回転計を接続する。

(4)スロットルアジャストスクリユを調整し，アイド 

リング回転数を調整する。

アイドリング回転数!^111

NA車(パワステ無^!丁） 800 土 50

NA 1^丁パワステ車 850 土 50

齡只0从丁車 900 土 50

スロットルアジヤストスクリ

イ5) 00，闩〇濃度の点検^調整

⑴点火時期が正しく調整されているか点検する。

(2)アイドリング回転数が正しく調整されているか点

検する 〇

⑶00，110濃度を点検する

〇〇(%) 1.5 土 0.5

110 (ロロ 111) 1，000以下

注意

走行後はアイドリングで5分以上放置した後に調整 

すること。（走行直後はシリンダへッドの排気ポート 

付近の温度が高く，00の浄化が促進されているの 

で，通常の00メータでは感知しにくいため）。

アイドルアジャストスクリュはあらかじめ最適にセ 

ットしてるので通常は調整する必要はない。

アイドル〇〇調整の際は，リヤバンパに貼付してある 

(：0調整ラベルを参照のこと 〇

アイドルアジヤストスクリ
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エンジン点検.調整------エンジン調整，車

エンジン調整畎車(00，闩〇濃度，八/〇アイドルアップ）

---------00,40濃度の点検.調整----------------------------

(4)基準値をこえている時は，以下の順序で調整する。

① リミッタキャップの上からアイドルアジャスト 

スタリユを一杯にねじ込んだ位置より4回戻し， 

スロットルアジャストスクリユを2〜3回ねじ込 

んでおいて始動する。

② スロットルアジヤストスクリユでアイドリング 

回転数を基準値に合わせる。

③ アイドルアジヤストスクリユで00が1.5土0.5 

%以下になるように調整する。

注意

アイドルアジャストスクリュの調整は特殊工具： 

498297100アイドルアジャストドライバを使用し，リ 

ミッタキャップは外さないこと。

名 称 回転方向 00値

アイドルアジャスト 
スクリュ

右へ回す 小さくなる

左へ回す 大きくなる

——⑻八/〇アイドルアップの点検

⑴八/〇アイドルアップの点検.調整 

①八/〇の3界を入れる。

②
③

エンジン回転数を読み取る 〇

調整スクリユで調整し，エンジン回転数を基準

値に合わせる。
基準値： ”〇〇叩⑴

回転方向 エンジン回転数
調整スクリュ 右へ回す 高くなる

左へ回す 低くなる

ェンジン調整⑸八車（ダッシュポット）

---------ダッシュポットの点検.調整----------------------

(1)ェンジンを充分に暖機する。（ラジェータファンが 

回って停止した状態）

,(2)アジャストスクリェの先端六角部をスパナで固定 
してロックナットを驰める。

(3) ダッシュポットレバーをまわしてェンジン回転数

を3000±300で13111に保った状態で、アジャストスクリ 

ュをまわしてダッシュポットに接触させる。

(4) アジャストスクリュの先端六角部をスパナで固定 

して、ロックナットを締付ける。

締付トルク 0.1 土 0.021111

基準値
エンジン回転数

3000 土 3001：口！！1

ダッシュポット

キヤブカバー用ステ
トホルダ)

(エアコン用）
アジヤストスクリユ 
アジヤストスクリユロックナット 
ダッシュポットレバー
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―2—10 ^ェキゾートシステム

国構成部品

くポデー回り〉⑽八キャブレータ車)

24



ェキゾーストシステム——構成部品

くボデー回り〉(50¢)

丁 1.8土(). 51^-111

マフラ0〇1\^？乙

,マフラハンガブラケ ヅ

3. マフラハンガブラケットリヤ 

(トラックのみ）
4. ベローズカバーフロント

5. ベローズカバーリヤ

6. ェキゾーストカバー

1.8 土 0.51^-01
T 1.8 士 0.51^ -111

丁 1.8 土 0.51^-111

ロアリヤ 8
マフラハンガクッション 

フロント

X 3.3土 1故-111

丁 0.75 土 0.21^ -111

8
過ぐ

8.マフラハンガクッション

リヤ

9.ガスケッ 丁 1.8 士 0.51^ -111

十

10. エキゾーストパイプフロント

11. ガスケット

12. マフラカバー

13. サーモセンサ八55丫

14. ベローズ

6 =1：丄—111

II
〆

X 1.8 土 0.5让8 一 111

X 3,3± 1 ^01

T 0.75 ±0.21^ -111

0.75 土 0.21^ -111
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動力伝達システム

国主要変更点

1.NA*フルタイム4^車の新設により，クラッチの仕様一覧表訂正。

2. NA，フルタイム4界〇車の新設により，マニアルトランスミッションの仕様一覧表訂正。

3. 丁界60型（セレクティブ4界0車）の構成部品図に於いて，デフべベルピニオン4個を2個に変更。

4. 丁760型（フルタイム4^車）の構成部品図に於いて，強制2界〇スイッチ廃止により訂正。

5. 強制2界0スイッチ廃止に伴い，整備要領に於いて，強制2…1)スイッチの行を削除。

6. NA，6(:VI(2羽0車）の新設に伴い，仕様一覧表変更。

7. 丑(:V 丁のアクセルスイッチ(&アクセル開度スイッチの点検-調整要領一部追記。

8. セレクタケーブル調整要領新製。

9. ぉ0乂1：の変速特性図NA車新製追加。

10. 丑〇ソ丁油圧特性図NA車新製追加。

11. ドライブシステム公アクスルの構成部品図中ワッシャ廃止。

12. ピッチングストッパ全車廃止。
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3—1 クラッチ

I準備品

5 X

49827 5800 フライホイールストッパ フライホイール回り止め

89975 4112 スナップリングブレス パイロットベアリング圧入

49974 5400 クラッチディスクガイド NA車/T]V16080^のクラッチディスク芯出し

49974 5500 クラッチディスクガイド 下界/丁仍〇 50$のクラッチディスク芯出し

398791700 ストレートピンリムーバ2 クラッチレリーズレバー0？の脱着

計器 — ダイヤルゲージ クラッチディスクの振れ測定

油脂 
-その他

— 卩乂2200クラッチグリース メーンシャフトスプライン部塗付

— ュニルーブ#2相当品 その他の指定個所塗布

国仕様

エンジン形式 £N07

トランスミツシヨン型式
2彻車 
(皿車） (30$)

4彻車 
⑽車） (30$)

^60^0 頂60湖 丁界6013八 
丁丫 6010八

丁獨〇側 
丁丫60108

クラッチ
タイプ 乾式，単板,ダイヤフラム式 ^— <— (—

コントロール 機械操作式 ^— —

クラッチ，ぺダル

タイプ 吊り下げ式 <— <—

ペダル比 4.5 ^---

全ストローク（匪） 115-120 130〜135 115〜120 130〜135

クラッチ#カバー
タイプ プッシュ方式 <—

取付け荷重(竑） 190 210 — 4—

クラッチ-ディスク

フヱーシング寸法 〔外径X内径X厚さ（顏)〕 160X125X3.5 180X125X3.5 — 4—

全摩擦面積(恤） 106 131
スプフイン歯数 23 ^—1 4—

自由時厚さ（01111) 8.35 土0.4 ^— ぐ一 —
材質 ウーブン(非石綿材） 〈—

| I

29



3—2 マニアルトランスミッション

〔1〕仕様

トランスくッション方式

2…0車(1^160系） セレクテイブ4评0車（丁界60系） フルタイム4彻車け讥〇系）

财車 30車 财車 車 -腿車 50車 馳車 50車

— — フリーホイール
アクスル装着車

デフロック装着車 
テフロック及びフリ- 

ホイールアクスル

デフロック
装着車

ビスカス
装着車

^—

トランスミッション型式 頂60體心 頂601施心
漏碰2从
1^601^2“ 了獨01诎20八

漏腦骱
謂觀⑽ 176010\獻 17601082魆

コントロール方式 フロア，シフト ^— ^— ^—

操作方式 ケーブル式 <— く— 〈— ^-- <— 〈—

ギヤシフト方式
常時嚙合式み 
選択摺動式

— <— ^— <—

変

速

上匕

— -， 5.888 ^— <— ^— <— ^—

13¢ 4.090 <— <— —

211¢! 2.470 ^— 〈— <— <— ぐ 1

3^ 1.615 4— 4— ^— <— <—

她 1.125 4— ^— <— <— 〈— ^— <—

51±！ 0.861 <— <— 〈— ^-- <— く—

後退 4.166 5.866 <— く— ^—

トランスファギヤ比 — 0.269 0.270 0.269 0.270 0.269 0.270

ファイナルギヤ比 6.500 6.166 6.500 6.166 6.500 6.166 6.500 6.166

使
用
ギ
ヤ
才
イ
ノレ

タイプ 純正ギヤオイル ^— 4— ^—

；！(交換時） 1，9“1，8幻 く— 2.21 (2.0必） 2.3公（2.1忍） <— 2.4名（2.2必） 〈—

備 考

，54ギヤ比5(：と共用

(0.914—0.861)
‘尺6ソギヤ比変更

(5.746—5.866)

#如ヮギヤ比変更

(5.746—5.866)
，511)ギヤ比5¢：と共用

(0.914—0.861)
#只6ソギヤ比変更

(5.746—5.866)

-只67ギヤ比変更

(5.746—5.866)
-新設 -ギヤ比変更 

(5.746—5.866)
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丁間60型（セレクティブ4西0用）——構成部品

〔7〕丁西60型（セレクティブ4^0用) 構成部^

ハ、

デフアレンシャル

丁 6,3士0,5は-111

① ファイナルギヤ

② デフアレンシャルケース

③ デフアレンシャルピニオンシャフ

④ デファレンシャルベべルピニオン

⑤ デファレンシャルサイドギア

⑥ オイルシール

⑦ 調整ヮッシャ
⑧ ストレートピン

⑨ ボールべアリング

⑩ ワッシャ
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7^ 60型（セレクテイブ4西〇用）--------デフアレンシャル八33 丫

II整備要領（3)デフアレンシャル八55 丫（デフロック装着車含む) 

------- 分解.点検參組立て----------------------------------------------------------

く分解〉
⑴万力等で固定し，ボルト8本(30車は10本）を外し

て，フアイナルギヤとデフアレンシャルケースを分

離する。

(2)デファレンシャルケースよりストレートピンを抜 

き，ピニオンシャフトを外して，デファレンシャル 
ピニオン，デファレンシャルサイドギヤおよび調整 

ワッシャを取外す。（デフロック付30車は4ピニオ 

ン仕様となっている為ジョイントも取り外す。）

〈点検〉

⑴ファイナルギヤの歯面に損傷，過度の摩耗がある 

場合は交換する。
(2) デフアレンシャルピニオン，デフアレンシャル

サイドギャ，調整ワッシャ（27.1X42X10，調整ワッ 

シャ（31.1X42X7)，ピニオンシャフトの損傷，摩 

耗，焼付等のある場合は交換する。

(3) デファレンシャルケースの亀裂，変形，その他不 

具合のある場合は交換する。

く組立て〉
(1) 31^ベアリングインストーラでファイナルギヤ

に，5丁‘ベアリングインストーラでデファレンシャ 

ルケースにそれぞれボールべアリングを組付ける。

ベアリングインストーラ899580100 

ベアリングインストーラ 499277200

ケース側のベアリングは，シールをスプライン方向 

に組付ける。

(3)デフアレンシャルケース内より，サイドギヤとア 

クスルドライブを分離する。

(2) デフアレンシャルケースにデフアレンシャルピニ 

オン，デファレンシャルサイドギヤ，調整ワッシャ 

(31.1X42X7)，ストレートピン（4父35)を組付け 

る。（5(：車はジョイントを組付ける。）

(3) ファイナルギヤ側にデファレンシャルサイドギ 

ャ，調整ヮッシャ（27.1X42X1)を組付ける。

ワッシヤ ギヤ（ファイナル）
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丁丫60型（フルタイム4评0用)

〔8〕丁丫60型（フノレタイム4㈧0用） 醒構成部品
トランスファ

① スリーブ(強制2界0切換クラッチ)

② スナップリング

③ ヮッシャ
④ トランスファドリブンギヤ

⑤ ブッシュ

⑥ ハブ

⑦ トランスファシャフト

⑧ ウッドラフキー

⑨ アンギュラベアリング

⑩ ロックワッシャ 
⑪ロックナット 

⑫〇リング 

⑬ガスケット

⑭トランスファシフタフォーク 

⑮トランスファシフタロッド 

⑬トランスファサイドカバ 

⑫スプリングピン 

⑬トランスファカバ、一 

⑲ガスケット 

⑳ガスケット

1 土 0,0751^ -111

㉑チヱッキングボールスフ。リング 

㉒チヱッキングボール 

㉓トランスファベべルギヤ 

㉔オイルシール
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丁丫 60型（フルタイム4^0用)

國整備要領（1)トランスミツシヨン本体 

——分解

サイドケース取外し……丁界60くサイドヶース〉を參照。

ーンケース取外し……1：界60くメーンケース〉を參照。 

エクステンション取外し…丁界60 くエクステンション〉

を参照。

ビスカスカップリング取外し

…エクステンション分解の頁を参照。

くインタミディエイトケース〉

ボルト2本を外して，インタミディエイトケースを

外す。
くトランスファ〉

⑴ボルト4本を外し，トランスファカバー八837を 

取外す。

⑵クラッチハウジング内のチヱッキングボールスプ

リングとボール（6.350)を取外す。

9 ，⑴

⑵

(3)トランスファフォーク及びレールとカップリン 

グスリーブをメーンケース側に抜取る。

〇

\
〇 0

〇
〇

⑷クラッチハウジングからトランスファサイドカ 

バー及びガスケットを外す。

(5)トランスファシャフトをクラッチハウジングよ 

り，プラスチックハンマで軽く叩きながら外す。

5

インタミデイエイトケース

，⑸

，⑷

'〇)
(6^

0/
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3—3 E^VT

〔1〕仕様国主要諸元

車種
項目 、、、、、

2^0 4^0

(腿車） (30車） (30車のみ）

電
磁
ク
ラ
V
チ

型 式 ダンパ内蔵コイル回転式

定格トルク/消費電流(响ハ) 7.8/3.0 11.6/3.5

消費電力 （西） 26.7 31

電磁粉量 （ 8 ) 44 52

重 量 5.2 6.5

，制御方法 マイクロコンピュータ制御

卜

ン

ス
ミ

ヅ

シ

3

ン

型 式 丁3401赢1八八 TE401NE3AA 1：丁40洲3八八

前進，後退切換機構 シンクロメッシュ式ドッグクラッチ
鲁

オイルポンプ
型 式 外歯式インボリュートギヤポンプ

鲁 夢

駆動方式 エンジン直結駆動

変速比(プーリ比）
前 進 2.503崎497

後 退 2.503

減速比

プライマリ

リダクシヨン

前進 1.414 1.203

後進 1.384 1.178

セカンダリリダクション 1.615

フアイナル 5.384

セレクト機構

方 式 ケーブルによるダイレクトシフト

位 置

？:出力軸固定，エンジン始動可能 
尺:後退
X :変速機中立，エンジン始動可能 
〇 :前進，無段自動変速
1)3 :前進，無段自動変速（スポーティレンジ，エンジンブレーキ〉

スピードメータギヤ比 5.000
上
ン
ス
フ
ァ

減速比
ヘリカルギヤ 0.271

ベべルギヤ 0.947

使
用
才
イ
ル

潤滑方式 オイルポンプによる強制圧送

指定オイル スバルぢ0\^ 丁フルード

油 量 （ぶ） 2.7-3.0 3.9-4.2

冷却方式 オイルクーラ
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巳〇ソ丁——車上点検

〔 2〕車上点検
——アクセルスイッチみアクセル開度スイッチの点検.調整

(1)アクセルスイツチがペダルのストローク4 ± 2111111 (3)

で〇以—〇卩卩になるか点検する。

この時エンジン回数はアイドリング状態であること。 

(2)アクセル開度スイッチがペダルのストローク16.6 

±2 111111でになるか点検する。

作動点がペダルストロークの基準範囲外にある時 

は，スイッチ八33丫のカム位置によって調整する。

スイッチ作動時，スイッチのレバーがスイッチ本体 

と接触しないこと。

(4)カムとスイツチのローラとが，ローラの全幅で接 

触していることを確認する。

良 不可 不

アクセルスイッチの作動点が基準値内に有る時，ス 

ロットルバルブが必ず全閉状態になることを確認す 

る。（スロットルが開き始める前にアクセルスイッ

チが作動すること）
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車上点検

〈調整〉

巳〇ソ丁

------ セレクタケーブル

〈点検〉

(1)セレクタレバーをレンジにセットして，プッシ 

ュボタンを押さずに尺レンジ側に押した時のグリ 

ップ頂上のオーバーストローク量を点検する。

基準値 1〜5丽

才ーバーストローク
^--------

(2)セレクタレバーを0レンジにセットして，プッシ 

ュボタンを押さずに03レンジ側に押した時のグリ 

ップ頂上のオーバーストローク量を点検する。

基準値 1〜5瓜瓜

(1),(2)，どちらか一方でも基準値から外れている場 

合には調整を行うこと。

(1)セレクタレバ、一をXレンジ位置にしておく。

⑵トラップドアを開け，エアクリーナを取り外す。 

(3)トランスミツシヨンのシフタアーム先端切欠き部 

(図の令印部）に3丁 -シフタアームピンを立て，ケー 

ス側ボス穴に固定する。（シフタアーム先端に切欠 
きの無いもの次頁参照）

498085900 シフタアームピン

セレクタケーブルブラケット アジヤスティングナット

(4) セレクタケーブルをトランスミッシヨンに取付け 

ているブラケットのボルト2本を取りはずす。

(5) セレクタケーブルブラケットの取付けボルト穴は， 

前後方向に長穴になっているので，トランスミッシ 

ョン側のネジ穴がその長穴の範囲内にある場合はそ 

の位置でブラケットをボルト2本で固定する。

締付トルク1.5土(). 4^-111

〈注記〉

①トランスミッシヨン側ネジ穴がブラケットの長穴 

より前後にずれている場合は，ケーブルのアジャ
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日〇ソ丁——車上点検

スティングナットおよびロックナットをゆるめ， 

ネジ穴が長穴の範囲内に入るように調整し直し， 

ブラケットもその位置で締付け固定する。

ロックナット締付トルク3.0〜3.51^-111

② 作業中にケーブルを強く押したり，引いたりしな

いこと。

③ セレクタレバーが正しく Xレンジ位置にあること 

をもう一度確認しておくこと。

⑹參シフタアームピンを抜いて，セレクタレバ

一が正しく動くことを確認する。
⑺エアクリーナを取付け，トラップドアを閉める。

女シフタアーム先端に切欠きの無い場合

(3) シフタアームとセレクトケーブルを固定している 

クリップをはずす。

(4) ケーブルエンドをシフタアームから外し，シフタ 

アームが正しくニュートラル位置にあることを確認 

する。
⑸ケーブルエンドをシフタアームのピンに差し込ま 

ずに，輊く合わせてズレがないか確認し，ズレがあ 

る場合はケーブルのアジャスティングナットおよび 

ロックナットをゆるめて調整する。

鲁ケーブルエンドがシフタアームピンに軽く，すんな 

りと差し込めるようにする。
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E^VT——車上点検

一口“ドテスト-------------------------------------------

“0”，および“ 〇3” レンジでの変速特性を点検し，電磁 

クラッチ，またベルト公プーリの作動や滑り等につい 

て点検する。

く変速特性図〉

20 40 60 80 100 0 20 40 60 80 100

車速（^/卜） 車速細/卜）

——ストールテスト---- ------------------------------------------------------------------------------------------------------------

“〇”レンジにおいて，ストール状態のエンジン回転数を測定することにより，叼0マ1：内部のベルト及プーリ，お 

よび電磁クラッチ等の作用，またエンジン出力の良否を診断する方法である。

くテストの方法〉

く注意〉

テストは，エンジンオイル，クーラント，圮〇マ丁フルードについて点検し，充分に暖機運転を行った後に開始 

する。
(1) コンビネーションメータにタコメータが付いていない車種については，エンジン回転計を運転席から見える

所に設置する。

(2) 全輪に輪止めをして，さらにパーキングブレーキを掛ける。
(3) エンジンを始動し，セレクタレバーを“〇”レンジに入れる。

(4) 左足でフートブレーキを強く踏んだまま，アクセルペダルをゆっくりと全開まで踏込む。

⑸エンジンが一定回転で安定したら，その回転数(ストール回転数）を素早く（5秒以内に）読みとり，アクセル 

ペダルから足を離す。

(6)セレクタレバーを‘‘，，レンジに入れ，アイドリング状態で1分以上エンジンを動かし続ける。

ストール回転数 财車 2200〜2800

(で？01) 50車 2300〜2900

エ
ン
ジ
ン
回
—

 

1

39



丁——車上点検

クラッチの点検

⑴アイドリング状態で電磁クラッチから異音がしないか点検する。

異音がする場合はクラッチべアリングを点検し，必要によっては交換すること。
⑵アクセルべダルを軽く踏んで，車両がスムーズに発進するか点検する。

⑶車速が20^11/11以上の状態で急加速した場合，クラッチが直結になることを確認する。

⑷ “0” レンジでストール回転数が2900卬爪⑼八車2800卬111)以下であること。

201011/ヒでクラッチが滑り放しであったり，“0” レンジのストール回転数が2900印111⑽八車28001^111)以上である 
場合には，電磁クラッチの交換が必要である。

-—ライン圧テスト-------------------------------------------------------------------------------------- -------- —-----------

ロードテスト，およびストールテストにおいて，それぞれ異常が有る場合はライン圧のチヱックをする必要が 

ぁる。

く測定方法〉

⑴サイドケースの圧力取出プラグを取外す。

⑵圧力取出口にプレッシャゲージアダプタを取付け，オイルプレッシャゲージに結ぐ。

498575400 オイルプレッシャゲージ 

498895400プレッシャゲージアダプタ

⑶エンジンを始動し，セレクタレバーを“ 〇”レンジに入れ，アイドリング状態でのライン圧を測定する。

基準値 80
車 22咕ん〇12以上 NA

車 21はん1112以上

く油圧特性〉

エンジン回転数（「屮.171) エンジン回転数（「や.⑴)
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3—4 ドライブシステム6アクスル

〔1〕フロントアクスル（2^0) 国準備品

灯
927080000 ハブスタンド ハブボルトの交換

92263000 スペーサ ハブボルトの交換

工具 — ハブキャッププライヤ ハブキャップ取外し

計器 — マグネットスタンド，ダイヤルゲージ ベアリングの軸方向の遊び測定

油脂
その他

— シエル6459N ベアリング公オイルシール潤滑

国構成部品

①
1. ハブキャップ

2. 0リング

3. アクスルナット

4.デイスクロータ

5#ハブユニット

6. ハブボルト

7. デイスクカバー

8. スピンドル八35了



ドライブシステム段アクスル

〔4〕フロントゐリヤアクスルシャフ 整備要領
'点検

取外した部品は摩耗，損傷，はく離等を点検し，異常があれば交換する 〇

(1)1)01 

⑵
⑶シャフト

⑷31.........
⑸ブーツ… 

⑸グリース

摩耗，損傷，はく離，過大がた。 

嚤耗，損傷，はく離，過大がた( 

…曲がり，ねじれ，摩耗，損傷。 

-損傷，はく離，過大がた。

…摩耗，変形，破れ，傷付き。

…変色，液化。

79八0 §2¢ I 丁」

デフロック

デフロック
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4 シヤシ
注3 : 90.3整備解説書(下巻)

II主要変更点................................................ 44
4—1 サスペンション
I仕様...................................................   45
国準懂品................................. ....... ....... (注3 3 )
國構成部品’’.........................................   46
国車上点検............................................. (注3 ？，6)
国整備要領
(1) フロントストラット……...........(注3 ？，9)
(2) トランスバースリンク................ (注3 ？，12)
(3) フロントスタビライザ.................(注3ヒ14)
(4) フロントクロスメンバ..........パ...(注3ド15)
(5) リアショックアブソーバ.......... (注3 ？，17)
(6) コイルスプリング八55丫............. (注3 ？，18)
(7) トレーリングアーム.................... (注3 ？，19)

4-2ステアリング
I 主要諸元........................................................ 48
I トラブルシューティング.................(注3 ？，22)
国準備品.................................................. (注3 ？，23)
圓構成部品......................................    49
国整備要領
(1) ステアリングシャフト......................... 51
(2) ステアリングギヤボックス（ソ(5闩）…53
(3) センタレバー6ドラッグリンク…，（注3 ？，36)
(4) タイロッド………........................... (注3 ？，38)

4一3 ブレーキ
国仕様................................. .................... (注3 ？，40)
圓トラブルシューティング................. (注3 ^41)
I 車上点検.................................................... ..56
國準備品............................... ................. (注3 ？，46)
画整備要領
(1) マスタシリンダ............................. (注3 ？，46)
(2) ブレーキブースタ.......................... (注3 ？，49)
(3) フロントディスクブレーキ……(注3ド51)
(4) リアドラムブレーキ................... (注3 1^.56)
(5) パーキングブレーキ.....................(注3 ？，61)
(6) イナーシャプロポーショニングバルブ

(6バルブ）......................................... (注3 ？，62)
(7) ブレーキホース4パイプ...........“(注3 ？，63)

4一4 タイヤ段ホイール
〔1〕タイヤ8¢ディスクホイール

国仕様............................................................. 57
国整備要領

(1) ホイール八55丫.................................... 57
(2) ホイールバランス................................ 58
(3) タイヤ................................................... 58

〔2〕空気圧............................................... .....58
〔3〕タイヤチヱーン....................................... 59
.〔4〕ホイールキャップ

国仕様............................................................ 59
臞整備要領................................................... 60

〔5〕スペアタイヤ...................................... ….60
4 一 5 ぺダル&ケーブルシステム

〔1〕ペダル............................ ................. (注3 ？，68)
国整備要領
(1) ブレーキ6クラッチケーブルベ注3 ？，68)
(2) アクセルペダル..........................(注3 ？，71)

〔2〕ケーブル
国整備要領
(1) アクセルケーブル.......................(注3 ？，73)
(2) スピードメータケーブル...... (注3 ？，74)

4 — 6 エンジンマウンティングシステム
⑴閛丁車.......................................................... 61
〔 2〕巳〇ソ丁車..................................................... 62
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シャシ

国主要変更点

1. サスペシヨン仕様一部変更。

2. サスペシヨン構成部品図一部変更。（フロント，リヤ）

3. ステアリングに電動パワステ追加に伴い，主要諸元，構成図，整備要領を追記する。

4. ステアリングギヤボックスの組立て図中，識別色追記。

5. ステアリングギヤボックスの組立て要領一部変更。 ^

6. タイヤ公ホイール仕様一部変更。

7. タイヤ公ホイールの整備要領一部変更。

8. エンジンマウンティングシステム構成図一部変更。

44



ばね疋数（以/爪爪)

仕

様

ア
サ
ス
ぺ

ン

ン

ン
3
ヅ

ク
ア

ソ

バ

ル
ノ、0

最大長（10111)

最小長（01111)

ばね定数(は/腿)

0^ 1111/ 5

0.3111/5

尚 さ：II (㈤爪)

形 状

中実拳卜ーシヨンノ、〇一

¢18

中実.卜ーシヨンノ、。，

¢21

6.5 6.0 4.5 ヘルパ形状

444

278

48/23

78/38

70

0タイプ 八タイプ

8タイフ

㈠

〇タイプ
4—

65.5

8タイプ

㈠

仕様

車種

項目

パ

フ
〇

サ
ス
ぺ
ン

ダ
ン

ノ、0

ス
卜

ラ

ばね定数（1^/111111)

減衰力 

[伸び/縮み]

0.1111/3 50/25

0.3111/5 130/40

ばね定数(は/腿)

ラック

2^0

難 50

傳〇

30

ぐネルバン

2^0 4^0

3.5

バ ン

2界〇

30

4^0

皿 50

4-5

75/35

150/50

50

ラ

2^0

難 30

4界〇

30

2-8

50/25、 55/30

130/40、 140/45

備 考

ア

啤擊垂

イ

メ

ン

卜

仕

様

フ

〇

ン

卜

ア

キャン

キ ヤ ス タ

卜一

サイドスリッ

地上局

(胃）

12”バイアス
(5.00-12)

12” ラジアル
(145812)

12”ラジアル 
(1路肌及び14迎12)

12”ラジアル
(135 95尺12)

キヤ バ

キヤスタ

サイドスリッ

地上尚 

(10111)

12”バイアス
(5.00-12)

12” ラジアル
(145尺12)

12”ラジアル 
(鹏趾及び14551^

12” ラジアル 
(135 95尺12)

1。±45,

3° 50’土:I

土 3

0 ± 3

333 土 12

316±12

327 土 12

0,50 土 45,

取1±3

取1土 3

294 土 12

279 土 12

294 土 12

323 土 12

277±12

コ
イ
ル
ス
ブ

リ
ン
グ

式形

7
|
\形外

ス

5
ラ
イ
ザ

，シヨン

ネ
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サスペンション

觀構成部品
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サスペンション
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ステアリング 

ホイール

舵 角

外径（圓）

最大回転数

内輪（度)

外輪（度)

車両最小回転半径（⑴）

形 式

総 ギ ア 比

使用 グ リ ス

マニアル車 パワステ車

釣70

3.8 4-2

36° 257
1。30』 

一2。30』

33〇1〇,
4^ 10 30^ 
~ 2 0 30^

3.9

ラック公ピニオン

19.8 18.8 22.7

協同油脂ワンルーパ、30 
昭 石バリアントが2

転舵角
外輪 内輪

一4-2」ステアリング

国主要諸元

パワステ車

シス
テ
ム 
ギア
ボ
ッ
クス
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ステアリング

構成部品

ステアリングシャフト

単位：は-⑺

フロアカバー 

2.ユニバーサルジョイント 

スナッフ。リング

4. ストッパ

5. スブリングヮッシャ

6. ベアリング.

7. コラム0？

8. ユニバーサルジョイントカバ，

9. アッノぐーコラムカノ《一

10. ロアコラムカバー

11. ホーンブラシ

12. キーシリンダカバー

13. ステアリングシャフト

14. マルチユースレバー（ライト〉

10.マルチユースレバー（ワイハ。）

16.ステアリングホイール

X 3.5土0.5
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ステアリンク

ギアボックス

丁 11.5±1.01^-111

1. フロアカバー

2. トルクロッド

3. ラバーカップリング 

エアベントチューブ 

クリッブ

ブーツカハ，一 

クレビスピン 

キヤッスルナット 

ラバーキャッブ 
センタレバー

11. スリーブ

12. キャップ

13. ダストシール

14. ヮッシャ

15. ドラッグリンク

16. スペーサ

17. ステアリンギアボックス八55丫 

180ダストシール

19.タイロッドエンド（アウタ）

2〇.タイロッド

21.タイロッドエンド（インナ）
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ステアリング

整備要領⑴ステアリングシャフト（電動パワステ付) 
取外し

⑴バッテリのマイナス㊀端子を外す。

-------- ノ
\

ステアリングプーラ

〇 〇

㈠棚子 \

⑵ステアリングホイールのセンタパッドを取外す

センタパッド

⑶ホイール中央のナットを外し，市販工具ステアリ 

グプーラを使ってステアリングホイールをシャフト 

から引抜く。

注意

引抜く前にシャフトとステアリングホイールに合せ 

マークをつけておく。

マ---ク

は

7^
〇 〇

，〇：

ホイール取付ナツ

7

\

⑷ステアリングコラムカバーおよびノ、。ワステモータカ 

バーを取外す。

/

議

フラムカバ

フラムカバー.

〇

パワステモータカバ
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ステアリング

取外し



ステアリング

⑵ステアリングギヤボックス（ソ6卩) 

--------組立て-------------------------------------------

V。只ギヤボックス
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ステアリング

組立て

⑴オイルシールとスナップリングをピニオンにセット 

する。スナップリングは選択使用（4種類）となって 

いるため，交換する際は，旧品と同じ板厚（同色)の 

ものを使用すること。

オイルシールにはあらかじめグリースを塗布してお

⑵ボールベアリングをピニオンに圧入する。

ボールベアリングを圧入する時は，内輪に荷重のか

かるように行うこと 〇

⑶ギア側のスナップリングを付ける。

スナップリング

⑷ギアボックスユニット内のブッシュ八，及びピニオ
9

ン部のブッシュにグリースを塗布する

使用グリース 協同油脂17ンルーパ56 
昭和石バリアント]^2

⑸ラック摺動部及び歯谷部にグリースを塗布し，ラッ 

クをギアボックスに挿入する。

⑹ピニオン八33丫の歯谷部，及びスリーブ合せ面，ベア 

リングにグリースを塗布する0

使用グリース 協同油脂ワンルーバ5¢ 
昭和石バリアント]2

⑺直進状態の合せマークに注意しながら，ピニオン 

八35丫をギアボックスに取付ける。

注意

直進状態におけるピニオンフランジの位置がスリー

ブ穴中心線より右回り方向に25.6° 土 6°になる様

にする

25.6°土 6
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ステアリング

組立て

⑻オイルシール側のスナップリングを取付ける。

スナップリングが確実に装着されている場合にはス 

ナップリングがスムーズに回転するので点検するこ 

と。

オイルシール

⑼オイルシールを圧入する。

⑽ダイヤルゲージを用いて，ピニオン軸方向のすき間 

を測定する。

すき間限度 0.1111111

(11)ギアボックスにスリーブ，スプリングを組込んだ後， 

アジャスタスクリュにシール剤を塗布して締込み， 

ハへソクラッシュを調整する0

シール剤 スリーボンド#1102
奉 ‘

%

バックラッシュ調整要領

アジャストスクリュを0.51^-111のトルクで締め込み， 

次にその位置から1デ戻してロックナットでロック 

する。（このときスクリ，ュとシートのすきまは0.063 

11101となる〇 )

工具番号 工具名称

926230000 ロックナットレンチ

アジャストスクリュ締付トルク 0,5 土 0,051^-1X1

ロックナット締付トルク 4.0 土 0.51^8 -111

注意

，ロックナット締付時，アジャストスタリュが回転し 

ないようスパナ等で固定する。

⑽ラック…端の]^16ねじ部にシール済を塗布しスト 

ッハ。を締付ける0

シール剤 スリーボンド#1102

丁 7,5±2,0は-〇1
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腦車上点検
ブレーキペダルの点検.調整

くブレーキペダル高さの点検.調整〉

⑴エンジン停止状態で，間(於ふ1より）の寸法を測 

定する。

闩氐1 54-013

⑵ストップランプスイッチのコネクターを外し，ロッ 

クナットをゆるめて，ランプスイッチがブレーキぺ 

ダルのストッパーと接触しないようにする。

⑶オペレーティングロッドのロックナットをゆるめて， 

ロッドを回転させることによってペダルの高さを調

整する 〇

⑷ストッフ。ランフ。スイッチがブレーキペダルのストッ 

パーに接触した処から，.さらに1/2回転締込む。

⑸ストップランプスイッチのロックナットを締め，コ 

ネクターを接続させる。

くブレーキペダルの遊びの点検.調整〉

⑴エンジン停止状態でブレーキペダルを2〜3回踏み 

込み，ブレーキブースターの負压をなくした後，ぺ 

ダルを指で押し，重く感じられるまでの寸法を確認 

する。

-テイングロッドのロックナットをゆるめ， 

ロッドを回転させることによって遊びを調整する。

⑵オペレ

⑶ブレーキペダルの高さ及びストップランプの点灯を 

確認のうえ，ロックナットを締めつける。

くペダルの踏みのこりしろの点検.整備〉

⑴エンジン始動後，ペダル踏力30竑で踏み込んだ時の， 

八8間ぼほ. 2より）の寸法を測定する。

「は. 2 5 4-014

(2)踏みのこり代が基準値以下の場合，次の個所を点検 

する。

-ブレーキ系統へのエア混入 

#ブレーキのオートアジャスタ機構の作動

くブレーキフルードレべルの点検〉

⑴メータパネル右側のカバーを取って，リザーバタン 

クのブレーキフルード上面が「]V[IN」レベルから 

「1\^\乂」レベルの間にあるか点検する。

⑵ブレーキフルード上面が「⑽取」レベル以下の時に 

はフレーキフルードを補給する。

注意 パワステ用コントロールユニット

補給時は，フルードをタンク周辺にこぼさないよう， 

図のようにウェスを巻いて行うこと。

(リザーバタンクの下にパワステ用コントロールユ 

ニットがある）
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4—4 タイャ6ホイール

〔1〕タイヤ8¢ディスクホイール圓仕様タイヤとホイールの組合わせ

\ 車種

タイヤ \ディスクホイ ーノト\

トラック ノベ、ン トライ

350は積車 350は積車 2001^積車

キャブレータ⑺ん車
30車 キャブレータ⑺ん車 30車 [耵卿 1 

サンサンルーフ車 
[除く

左記以外
営農卿 左記以外

5.00-12-4？！^ 11^ 12x4,008スチール

#

5.00-12-機1112 (前輪）
6冊叮(後輪） 12父4,008スチーノレ

0

鲁

145^12-6？！^ IX 12x4,003スチール

0 0 #

1453尺12 12X4,008スチール 籲

1555^12 12X4,008スチール 參

135/95尺12 79/771^ 12X4,003スチール

鲁
ランバー 
ステー付車

八
0？

八
〇?

国整備要領（1)ホイール八55 丫 

------- 脱着点検.修正------------------------------------

く取外し〉
(1) フルホイールキャップ装着の場合は，ホイール 

キャップを取外す。（ホイールキャップの整備要領 

参照）

(2) ホイールナットをゆるめる（外さず）

(3) 車両をリフトアップする。

(4) ホイールナットを外してホイール八33丫取外す。

く取付け〉

ホイールのナット座面，ホイールナット，ハブボル 

卜に油脂などの付着がないこと。

(1) ハブボルトにホイールのボルト穴を合せる。

(2) ハブボルトにナットを仮組みする。
(3) ハブのガイド部にホイールのハブ穴を確実に合せ， 

手でナットを締付けられるところまで締込む。

(4) タイヤを回転させ位置を変えながら工具を用いて 

締め込む。（ホイールにがたがない程度に規定トルク 

以下のトルクで締め付ける。）

(5) タイヤを接地させ規定トルクで締め付ける。 

(ホイールをひずませないように対角線の順序に

2〜3回に分けて締め付ける。）

9.0土 1.01

(6)ホイールキャップを取付ける（外した場合)。

⑺ホイール交換およびパンク修理でホイールを脱着 

したときは，10001011走行時点で再度，規定トルクで 

増締めすること。

くスチールホイールおよびタイヤの点検，修正〉

⑴リムの変形，損傷の大きいものは空気漏れの原因 

となるので，リムフランジ部の変形，亀裂，損傷を 

点検し，修正，または交換する。

(2)タイヤトレッド部に食い込んだ石，ガラス，釘， 

金属片などは取除く。

⑶タイヤサイドウォール部の著しいクラックおよ 

びトレッド部の亀裂，損傷およびスリップサイン

(トレッドウヱアインジケータ）の露出したものは

交換する。
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タイヤ8¢ディスクホイール------ ホイールバランス，タイヤ，空気圧

(2)ホイールバランス

------- 調整----------------------------------------------------

ホイールバフンスほストレートコーン式アタッチ 

メントを使用してホイールバランサで調整をする。

，バランスウェイト外しは必ずスバル純正部品を使 

用する。

，バランスウェイトは再使用しない。

，バランスウェイトの打ち込みは，必ず樹脂ハンマー 

を使用する。

7、3ラVス登動的(耳部にて〉(片働102以下

重量(2) バランスウェスト純正部品番号

5 723141290

10 723141300

15 723141310

20 723141320

25 723141330

30 723141340

35 723141350

40 723141360

45 723141370

50 723141380

⑶タイヤ
-------- 口ーテーシヨン------------------------------------------

タイヤの偏摩耗を防ぐため，またタイヤの寿命を延 

ばすため，一定の走行距離ごと（5000—)に図のよう 

にタイヤの位置交換を行う。

くバイアスタイヤ〉

〔 2〕空気圧

空気压を軽積載と定積載の2通りに分けて設定した。
(^/〇〇!2)

車 種 タイヤサイズ
輊積載 定積載

前輪 後輪 前輪 後輪

トラック 350は積車 2界〇及び 
4觀

5.00-12-4尸尺 1.8 2.2 1.8 2.4

145尺12- 6 ？尺
135/95尺12 79/771^ 1.8 2.2 2.2 3.0

パ、 ン 350峨車 2…0及び 
4勸

5.00-12-41^/6 ？尺 1.8 2.2 2.2 3.0

145^12-6？^ 7
135/95尺12 79/771^ 1.8 2.2 2.2 3.0

トライ 2001^積車 2^0及び 
4觀

1455尺12 2.0 2.0 2.2 2.2

1553尺12 1.8 2.0 2.0 2.2

ぐ注記〉軽積載とは2名十100吆以下の時である。
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タイャ段デイスクホイール-------タイヤチェーン，ホイールキヤップ

〔 3〕タイヤチヱーン

標準装着タイヤにスバル純正タイヤチェーンを設定したので純正タイヤチェーンを使用する。 

】15チヱーンを使用する場合は下記型番が表示されているチヱーンを装着する。

タイヤサイズ
スバル品番

型番
スぅ ルチヱーン サイルチェーン

5.00-12 - 4？尺 尺

004501308
831760八005

45161

135/951^12 79/7711：
831760八0041553尺12

145只12 - 6？尺 
1453只12 004501311 ：831760八003

ぐ注記〉

，タイヤにチェーンを装着後，余ったチヱーンは針金で固定し，走行中ボデーに当たらないよ 

うにすること。

，上記の純正タイヤチヱーン及び了 チヱーン以外のチヱーンはタイヤ周辺部材に当り，損傷を 

きたすため使用しないこと。

〔4〕ホイールキャップ國仕様

ホイールキャップはセンタキャップ及びフルホイールキャップの2種類がある。

フルホイールキャップは脱着が容易で，かつスチールホイールの塗膜を傷付けない方式である。

センターキャップ フルホイールキャップ
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タイャゐデイスクホイール- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ホイールキャップ，スペアタイヤ

整備要領

—フルホイールキャップ

く取外し〉

ホイールキャップ切欠部に㊀ドライバー等を差込み

く取付け〉

ホイールキャップのVマークのあるバルブ位置を合 

せて，外周部を手のひらで押してはめ込む。

〔5〕スペアタイヤ

トラック，バンに標準装着タイヤと同サイズのスペアタイヤが装着されている。
但し，バンの5.00-12タイヤ装着車は6？尺がスペアタイヤとして装着されている。

く仕様および空気圧〉

トラック バン トライ

350は積車 350は積車 2001^積車

キヤブレータ⑺八)車
30車

キャブレータ（NA)車
50車

キャブレータ
(㈣車

30車
営農4\^0 左記以外 ハイカスタム 左記以外

145尺12- 6四

(3, 〇は/〇〇3)

ランバステ-付車
135/95^12

79/77111
(3響〇は/⑽2)

5.00-12-4？尺 
11^ 

(2,4はん2)

145尺12- 6叩

(3. 〇は/咖）

145尺12- 6

(3. 〇は/咖）

5.00普6？尺

〇-〇^/〇〇!2)

145尺12 - 6 ？只 
IX

(3,0^8/ 〇^)

1453尺12 
(2,2^7〇1〇2)

15551112
(2,2^7〇1〇2)

- ’：
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エンジンマウンティングシステム

〔1〕町車

単位：咕.
+ 0.9 

(716,3-0,6

1^6.5土 1

+ 0.9 
6.3-0,6

+ 0.9 
丁 6.3-0,6

丁 5‘5土1

マウンテイング 
ブラケットし㈠

クッシヨン 
ラバーし㈠

T 5.5土 1

クロスメン/ゞ 
フレート

T 6.3土().5

6.5 土 1

フロントー-------
エンジンマウン

く 2動

0.75土0.2
プロテクタ

T 3.8土 1

T 6.3土().5

9.0 土 1

フロント 
エンジンマウン

く 4驗

〒！ 3.3土 1

9.0土 1

61



〔 2〕巳〇ソ丁車

エンジンマウンティングシステム
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注3 : 90.3整備解説書(下巻)
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国主要変更点............................................... 65
5一 1 ボテー

〔1〕ボデーマウント

⑴トラック................................................. (注3 ？79)
(2) ノくン，トライ........................ -................(注3 ？，80)

〔2〕ドァ
II準備品.........................................................(注3ド81)

国構成部品.................................................... (注3？，81)
國整備要領
(1) ドア......................... ...............................(注3 ？，85)
(2) トリムパネル....................................... (注3 ？，90)

(3) ドアガラス没レギュレータ..............(注3 ？，91)
(4) インナリモート6スライドドア

アウタハンドル...................................(注3 ？，94)

(5) ドアラッチ6キャブドアアウタハンドル（注3 ？，94)

(6) センタアーム....................................... (注3 ？，95)

(7) センタレール…….............................. (注3ド95)
(8) ウヱザストリップ.............................. (注3 ？，96)

〔3〕集中ドアロック

II構成部品...................................................(注3ド97)
国トラブルシューテイング..................... (注3 ？，97)

〔4〕リヤゲート（バン，トライ）

国構成部品.............................................. (注3 ？，100)

国整備要領.................................................. （注3 ^100)
〔5〕ウインドガラス

国整備要領
(1) フロントウインドガラス…，ベ注3 ？106)
(2) リヤゲートガラス没リヤクォータ

ウインドガラス.................................（注3 ？108)

〔6〕ウェザストリップ
國整備要領.............................................. （注3 ？，109)

〔 7〕サンサンルーフ

國構成部品............... ................................ (注3 ？，110)

臞トラブルシューテイング…................ （注3 ？111)

圓整備要領
(1) フロントサンルーフ......................... （注3 ？，112)
(2) リヤサンルーフ...............................（注3

5—2ボデー外装
〔1〕バンパ

国整備要領
(1) フロントバンパ......................... ，(注3 ？，116)
(2) リヤバンパ(バン系)，

エンジンフード（トラック系）（注3 ^117)
〔 2〕マッドガード

.1整備要領........................................(注3^118)
〔 3〕アンダガード

國整備要領......................................... ..........................................................................(注3 ？，119)
〔4〕マーク類

圓整備要領......................................................... 暑........................................................(注3？120)
〔5〕アウタミラー

国整備要領..........................................................................................................................(注3 ¥.121)
〔 6〕アウタハンドルプロテクタ（トライ）

国整備要領............................................................................. .......................................(注3 ？‘122)
〔 7〕アウタパーッ

国整備要領........................................ ベ注3 ？123)
〔 8〕乗降用ステップ（トライXV〉
国整備要領.......................................... (注3 ？，125)

5—3 ボデー内装
〔1〕インストルメントパネル

国構成部品................................................................................................................................................... 66
国整備要領................................................... 67

〔 2〕コンソールボックス

国整備要領..................................... (注3 ？128)
〔 3〕フロントシート 

國整備要領
(1) トフッ7........................   68
(2) バン............................................................ 70

(3) トライ..........................    72
(4) 回転シート（トライXV〉....................“74

〔4〕リヤシート

国整備要領
(1) バン............................................................ 76
(2) トライ.................................................................................................................................................... 77
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〔 5〕シートベルト

国整備要領............................ ....................  78
〔6〕デッキ
II整備要領...............................................(注3 ？，140)

〔 7〕トリム類 
国整慊要領
(1) インテリアトリム
(2) ルーフトリム.......

〔 8〕フロアマット

国整備要領............................................ (注3 ？，146)
〔9〕インテリアアタッチメント

国整備要領............................................ (注3 ？ュ48)

(注3 ？，141) 
(注3 ？，142)
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国主要変更点

1. インストルメントパネル構成部品図に於いて，シェルフ廃止。

2. インパネ整備要領に於いて，シヱルフの項削除。

3. フロントシートートラック，バン，トライ，回転シートの整備要領一部変更。

4. リャシートーバン，トライの整備要領一部変更。

5. シートベルトの整備要領一部変更。
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インストルメントパネル

整備要領

脱着

く取外し〉

⑴ハへソテリ（一）端子を外す0

⑵ステアリングコラム取付ボルト（4本）を取外し, 

ステアリングシャフトを手前に傾けておく。

取付ボル

⑶ブレーキオイル点検蓋を外し，リザーブタンクを取 

外す。（取付ボルト： 2本）

ブレーキオイル 
点検蓋

インストルメントパネル
I右側面

(4)ヒータユニットの各コントロールケーブルを外す。 
コントロールケーブル： 3本

温度コントロールケーブル——運転席側

内外気切換ケーブル 

吹出し（モード）切換ケーブル
助手席側

⑸インストルメントパネル本体を取外す。 
(取付ボルト（矢印）： 6本）

~------------------

圍
口口 目目
巨穿

厂一日一” 1
し一」

日昌
№1: 1 1 彐邑

装丨

く取付け〉

取外しの逆順序で行なう。

I

ヒータコントロールのケーブル類は，各コントロー

ルレバーを調整しながら取付ける。
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ペデァー

く助手席〉



T| 0.75+0.2kg-m

TA 08

クグクッション

フロントシート-------バン

⑵バン，

——脱着.分解 

く運転席〉

丁 0.75土0.21^-111
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0.752

~
— 。

~

ラノパー

(Gump
 

"ae
.

ノッ クレ スト

SS IT| 2.5+0.7kg-m

フロントシー バ

脱着^分解
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- 脱着・ 分解
く 運 転 席 >

バッ クレ スト

IT] 0.75+0.2ke-m

クグクッション

スラ イドレール (RH)

ブッ シン グ

[T] 2.540.7kg-m

リグ生ば ニッグ メ プ

E0.7kg-m _

フロントシー トライ

(3)トライ
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へヘッ ドレスト

バッ クレ スト

Mee Cte

< 助手席 >

0.7kg-m

T| 0.75 キ 0.2kg-m多め -
TM~

ハ所

ON

いヽ

ドレ ール (LH)スラ イ

る お

り 土 0.7kg-m

J

0.7kg-m

Tl 2

2.9TI

—
 

o_o
—

—

ーー 
ee 

ee
ーー 

ee 
+

0.6 土 0.15kg-m

スラ イドレール (RH)

や

人

ロ

フロントシート トライ

脱着^分解

73



fe ー

24 ee FS

ヘッ ドレ スト

ブッ シン グ

リク

+0.7kg-m2x0

ツ ッ シ ョ ン

IT| 0.75+0.2ke-m

スラ イドレール (LH)

ンダ ワイヤ

スラ イドレール (RH)

い 2.5 土 0.7kg-m

スラ イドレール (LH)
デラ

[T] 2.9+0.7kg-m
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フロントシート 個転シート

回転シート（トライXV〕

分解



ワイ ヤ A ー

tt ae
. sa 4gp 人 Y ーー

o = ワイィヤ B

// グレーのマーキン グ部 分 を
クリ ッ プに 差し 込む 。

みたこの ーー . - * ae ee Se sess « « =

フロントシート 回転シート

一一脱着，分解

くワイヤの取外し〉

1)助手席のロックを外し，シートを跳ね上げる。

2) ワイヤん：6を固定部から外す。

3) 運転席を取外し，ワイヤを外す。

くワイヤの取付け〉

圧

，ワイヤを鋭角に折り曲げたり，過度に引っ張ったり

しないこと。

-ワイヤの引き回し時やシート取付時，ハーネスやワ 

イヤを損傷しないよう注意すること。

1) 運転席にワイヤを取付ける。

2) シートに取付けたワイヤ2本をまとめる。

運転席シート 助手席シート

3) コンソールボックス後方締付点のすぐ前を，グレ 

一のマーキンダが助手席側に出て来るまで通す。

4) 運転席シートを取付ける。

5) ワイヤ八，丑を助手席シートに取付ける。

6)助手席シートを復元し，ロックを確実に掛ける。
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ハ

9 認シ ー-『

ン(4) リヤ シート 8 整備要領 (]) バ
hija

ハmNへヽ

クリップ

0.15kg-mIT] 0.6
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バンド

ヒンジ

T 2#5±0,7は 111



トラ イリヤシー

tia °

( 図 はもセパ レー トシ ー ト 右 席 を 示す 。)

ハmm

aNへい

マッ ト

IT|_0.6+0.15kg-m

14

へツドレスト

プッシング

^0

ヒンジ

2.5 土 0.71111

——ヒンジカノて­

^?



アワウタ ベルト ASSY

0.6 土 0.2kg-m

ELR ASSY
ELR カバー

イン ナベルト ASSY

N 3.0=67 kg-m

シートベルト

〔 5〕シートベルト 圓整備要領 
—脱着--------------------------------------------

⑴フロントシートを前倒しにする。

(2)〔トラック〕

トラックの運転席，助手席はリャトレイ及びシートを取外す。

⑶アウタベルト八33丫のサイドシル部アンカボルトを外す。

⑷カバーを外して，（トライは8ピラートリムを外ずす。）圮乙只八33丫のアンカボルトを外す。 

⑸アンカカバーを外し，ボルトを外す。

⑹インナベルト八33丫を取外す0

(トラックの助手席はコンソールボックスをはずしてから行なう。）

インナベルト八35丫
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7 エレクトリカル
注3 : 90.3整備解説書(下巻)

國主要変更点................................................ 80
7-1 エンジンエレクトリカル

〔1〕始動装置
画準備品...........................................................81
II仕様...............................................................81
I構成部品.........................................(注3 ？，237)
圓トラブルシューティング............ （注3 ？，238)
II整備要領.........................................(注3 ^241)

〔2〕充電装置
II準備品...........................................................82
国仕様...............................................................82
国構成部品.........................................(注3 F.2A5)
国整備要領........................................ (注3 ？，246)

〔3〕点火装置

國準備品...........................................................83
國仕様...............................................................83
国構成部品.......................................................83
國整備要領
(1) イグニッションコイル（㈧八）"(注3 ？，249)
(2) イグニッションコイル（50) ”（注3 ？，249)
(3) ディストリビュータ.................................84
(4) ハイテンションコード..........................84
(5) スパークプラグ...................................... 85

7 — 2 ボデーエレクトリカル
〔1〕ワイヤリングハーネスレイアウト（注3 F.252)
〔2〕巳〇り、リレーレイアウト............（注3 ？，252)
〔3〕バッテリ.........................................（注3 ？，255)
〔4〕ヒューズ.........................................（注3 ？，256)
〔5〕イグニッションスイッチ
I準備品.............. ............................ (注3 ？，257)
圓構成部品.........................................(注3 ？，257)
I整備要領.........................................(注3 ？，258)

〔6〕コンビネーションメータ
国準備品.............................................(注3 ？，259)
国部品配置図.................................... (注3 ？，259)
國構成部品.......................................................86
国整備要領.........................................(注3 ？，265)

〔7〕ランプ
国準備品.............................................（注3 F.267)
国部品配置図.................................... (注3 ？，267)
国整備要領........................................ （注3 ？，269)

⑴へツドランプ........................"（注3 ？，269)
(2)リヤコンビネーションランプ（注3 ？，271)

〔8〕ワイパ6ウオツシャ

I 準備品.................................................... (注3 ？，272)
I部品配置図.................................... (注3 ？，272)
国トラブルシューティング.............. .......... 87
国整備要領
(1) フロントワイハ。モータ.......... （注3 9.276)
(2) リヤワイパモータ................... （注3 ？，277)
(3) フロントウオツシャノズル6タンク（注3 ？，278)
(4) リヤウオツシャノズル公タンク（注3’？，278) 

〔 9〕コンビネーシヨンスイツチ

國準備品............................................ (注3 ？，279)
国部品配置図................................."(注3 ？，279)
I整備要領........................................ (注3 ？，280)

〔10〕リヤウインドウデフオツガ
国準備品............................................ (注3 ？，281)
國部品配置図...................... ............(注3 ？，281)
国トラブルシューティング............（注3 ？，282)
国整備要領........................................ (注3 ？，283)

〔11〕オーディオ
I準備品.....................................................(注3 ？，284)
国部品配置図.................................... (注3 ？，284)
国整備要領
(1) ラジオ.......................................(注3 ？，285)
(2) スピーカ...................................（注3 ？，285)
(3) アンテナ...................................(注3^286)

〔12〕ホーン
国準備品........... ...............................(注3 ？，287)
国部品配置図.................................... (注3 ？，287)
国トラブルシューティング............(注3 ？，288)
国整備要領.......................................(注3 ？，288)

〔13〕シガレツトライタ
国準備品.....................................................(注3 ？，289)
I整備要領................................................(注3 ？，289)

04〕エキゾート警報システム
国準備品.............................................(注3 ？，290)
I部品配置図...........................................(注3 ？，290)
国整備要領....................................... （注3 ？，291)
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エレクトリカル
镰 ぎ，

国主要変更点

1. NA，キャブレータ十お〇ゾ丁用エンジンに0.71^のスタータ（三菱電機製）を追加した。

2. NA -キャブレータ+お〇ゾ丁車および電動パワステ車用に50八仕様のオルタネータ（三菱電機製）を追加した。

3. 3(:.[朽エンジンのパワステ車用に55八仕様のオルタネータ（三菱電機製）を追加した。

4. NA-キヤブレータ車のイダニッションコイルは外付低抗およびコンデンサ廃止。

5鲁30兄皿朽車のイグニッションコイルはゴムマウンドおよびコンデンサ廃止。

6嫌ハイテンションコードは全車NA，キャブレータ車用に統一した。

7. スパークプラグは2極沿面プラグを廃止し，レックスと共用化する。

8. ディストリビュータはポイント式を全廃し，フルトラ式を採用した。

9. リヤワイパリレー廃止に伴い，ワイパ回路変更。
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7—1 エンジンエレクトリカル

〔1〕始動装置 国準備品

サーキットテスタ 電圧，導通のチヱック

計器
ノギス 寸法の測定

ダイヤルゲージ&マグネチックスタンド 振れ等のチヱック

ばねばかり 荷重の測定

油脂 グリース 摺動部の給油

その他 #500または#600 サンドペーパ 表面の什卜げ

仕様

メーカ名 日立製 三菱電機製 |

メーカー品番 5114-435 胁 了3 7281 肘002丁42681 1\^2了4 2581 1

公称電圧 厦 12又 4— I

公称出力 0.65欣 0.65^ 0,7洲 0,75洲 1

回転方向（ピニオン側から見て） 左 左 ^— 4— I

ピニオン歯数 8 8 <— I

全長 211.50101 204 (— 209 |

ヨーク外径 #79111111 彡90 — 090 1

無負荷時

電 圧 11.5ン <— <— I

電 流 40八以下 53八以下 ^—

回転数 50001以下 7000卬111以上 — 6000113111以上 |

マグネットクラッチ

シフトレバー

，マグネットクラッチ

ブラシ

ーシヨンスプリング 

シフトレバー

ダストカバー 

ピニオンム58丫

ピニオン从55 丫
アーマチユアヨーク（水抜き穴)

F\^2 5 7-123
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エンジンエレクトリカル——充電装置

〔2〕充電装置 国準備品

工具
— はんだごて ステータコイルとレクチファイヤの分離

41.5〜2 X 30— 40111111 ピン ロータ組付時のブラシ固定用

— サーキットテスタ 電圧，導通のチヱック

計器
— ノギス 寸法の測定

— ばねばかり 荷重の測定

— ベルトテンシヨンゲージ ベルトの張力の点検

油月旨 — グリース 摺動部の給油

その他 #500または#600 サンドペーハ。 表面の仕上げ

国仕様

キャブレータ車

駆動方式 八/〇有-無 メーカ 公称出力 プーリ径 識別ラベル 備考

2聊
ノ“、 三菱電機 45八

卿
Vベルト

燈

八/〇付 个 个 050
Vリブド 紫黒

4雪

伽
ハハ 日本電装 45八 御

マべルト 黄緑

八/〇付 个 个
^50
Vリブド 紫

迟〇又丁 無ド/5付
三菱電機 50八

460
Vベルト 桃 50八新規設定

(2观獅)
無卩/8付

八/。無， 
八/〇付

無 日本電装 50八
多45
Vリブド 黄土

55八新規設定
尸/5付 三菱電機 55八

多52.5
Vリブド 黄

30

車

く ^車〉 〈50車〉
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〔 3〕点火裝置圓準備品

エンジンエレクトリカル------ 充電装置

工具 2面巾：16111111 スパークプラグレンチ スパークプラグの交換

計器 — サーキットテスタ 導通，電圧，抵抗値のチヱック

国仕様(イグニッシヨンコイル)

〈皿車〉 <3(：車〉
仕様

項目 基準値

メーカ ダイヤモンド電機

型式 ド-609-01只

バッテリ電压 12マ

一次コイル抵抗 1.20 土 10%

二次コイル抵抗 26.0X0 土 15%

国構成部品

仕様
項目 基準値

メーカ 日立製

型式 0皿1卜221

バッテリ電圧 12又

次コイル抵抗 0.92 土 10%

二次コイル抵抗 10X0 土 20%

ド1も30 $7 -200
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エンジンエレクトリカル——点火装置

⑶ディストリビュータ

——脱着-------------------------------------------------

※全車フルトラ方式で，NAはバキューム進角，30は 

電子進角である。

(1) ハイテンションコード（5本）を抜く
(2) バキュームホースを抜く。

(3) ディストリビュータ本体の固定ボルトを外す 

V取付けは取外しの逆順序で行う。

注意

デイストリビュータ側シャフトとカムシャフトの切 

欠きを合せて，組付けること。

(4)ハイテンションコード

------- 点検------------------------------------------------

⑴亀裂，ゆるみ，損傷等について各部を点検する 
⑵各コードの抵抗値を測定する。

周囲温度により抵抗値は異なる。

(温度20で)

\、 基準値 車 30 車

コ--ド名 長さ（丽) 抵抗(⑽ 長さ(酬) 抵抗(冗⑶

デ
イ

バン，トライ 165 ^〇0 1.8〜3.4 165 土1〇0 1.8〜3.4

ス トラック 215 土1〇0 2.4〜4.5 210亡1。0 2.4〜4.4
1
ド

コイル側 
キャップ色 赤 色 生 色

林 1コード 545”〇5 6.1-11.3 4：——

2コード 490 土 公 5.5-10.2

3コード 480亡1〇5 5.4-10.0 ^—

社 4コード 390^^ 4.4〜8.1 <—

デイスコード
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(5)スパークプラグ

——脱着，点検一

エンジンエレクトリカルー点火装置

⑴バッテリ㊀端子を外す。

⑵リヤバンパを開ける。

(3)ハイテンションコードを抜く。 

⑷プラグレンチ（車載工具）で外す

#4 #3 #2 #1

低熱価用 中熱価用

N0 061^-1111 尺20取-1！11

備考
鲁キャブレータ営農車 
^その他走行距離又は 

使用頻度少ない車両

籲サンバー全車
標準仕様
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〔6〕コンビネーションメータ1構成部品

図形モニタ

クフツナテンプ.

警告灯

燃料計

チェックエンジン
警告灯 走行距離計速度計 ハイビーム エンジン回転計

已〇ソ丁インジケータ

エンジン水温計 トリップメータ 排気温警告灯

ブレーキ蕃告灯
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ボデーエレクトリカル ワイパふウオツシヤ

〔8〕 ワイノ《8¢ウオッシヤIIトラブルシューティング
ワイパ回路

くコンビネーシヨンスイツチ（叫丁付）〉

メインヒューズ 

ボックス ヒユーズボックス

(±)
N0 2

イグニシヨン

スイッチ 
(八〇〇)

N016
V 11 -
60八 15八

フロントワイパスイツチ

くコンビネーションスイッチコネクタ（コンビスイッチ例）〉

1〇 卜

(- 1
ワイパイン 

ユニット
6極白

10

X マ
〇〇

〇〇〇〇

〇〇ミ 00

フロントハーネス

結合部 
9極黒

コンビネーシヨンスイツチ（ 2速）〉

^113
0ド「

し0 

N1
仰八5ド

23 19 20 18 22

〇- -0

〇-

〇
〇 -0

〇 〇

八〇。
^8 3 
-3 2 
-3 1.

別

18
20

23

フロント

ウオッシヤモータ

二广、、、端子

ポジシヨ
30 24 14 25

\^\5昍只 〇 〇-0

〇 〇

〇问 〇 〇

〇 〇-0

-01 1 @
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8巻末資料
8-1新設特殊工具................................. 該当なし

〔1〕エンジン................................... ，該当なし
〔2〕トランスミッション................. 該当なし
〔3〕ボデー.........................................該当なし

8-2点検整備方式............................... ……90
8—3 サービスデータ.......................................100
8-4給油脂図......................................... 102



8-2 点検整備方式

1) 運行前点検項目の判定基準は自動車使用者に周知徹底を図る。

2) 「鲁」印は法規で義務付けられた点検時期を示し，「〇」印は富士重工業㈱で推奨することを示す。

3) 「六」印は保安部品の定期交換を示す。その交換時期は一般走行する不特定多数の車を対象に定めてある。 

従って著しく走行条件の異なるものは，これに準拠して交換する。

4) 厂※」印は初期点検のみを示す。（兹1は初期1力月時，嶔3は初期3力月又は50001^時点検を示す。）

5) 「高速走行」とは80^/ヒ以上の速度で走行する場合をいう。

点検 整備 項目

点検整備時期

判定 基準 備 考
運

行
1し
刖

自家用 事業用等 単
位

千
虻爪

6
か
月
毎

12
か
月
每

24
か
月
每

1
か
月
毎

3
か
月
每

12
か
月
每

か

じ

取

り

装

置

ノ、
ン
ド、

ル

遊び，緩み及びがた 籲 鲁 # 籲 迻3

遊びは直進状態にてホイール 
外周で]VI : 〇〜2511101

？:(エンジン01^時) 〇〜25刪

N1 :マニァル
？:パワステ

を示す。

操作具合 % 鲁 籲 鲁 浓3

ギ
ヤ

ボ
ツ

ク
ス

油漏れ 鲁 鲁

取付の緩み 鲁 0 鲁

軸受部のがた %

ギヤのバックラッシュ %
ラック.1 

ピニオン式

〇
ツ
ド、

及
び
ア

1
ム
類

緩み，がた及び損傷 鲁 0 鲁 籲 -

ボール，ジョイントのダスト.ブー 
ツの亀裂及び損傷 鲁 鲁 鲁 鲁

連結部の摩耗及び取付状態 籲

ナックル.アームの亀裂及びナック 
ルとの取付状態 #

叫

ナク
ッノレ 連結部のがた % 像

か
じ
取

車
輪

ホイール.アライメント 鲁 鲁

トーイン 1 ± 3 111111

キヤンノく 1° ±45

キヤスタ 3° 50'土 1°

左右の回転角度 籲 籲

内 側
十10 3〇,

36。25, - 2。3〇'

外側 33-ベぱ
叫

9〇



点検整備方式

備時 
事業用等

期

単
位

千
レ111

判定 基準 備 考

^1
⑴遊び1〜3削！
⑵踏力約20はで踏込時 

床板とのすき間110臓以上

電動式

後輪和

各輪左右差

総 和

制 動 力

軸重の20%以上

軸重の8 %以下

検査時車両重量の 
50%以上

注）前軸の全ての車輪がロックし計 
測困難な場合は，その状態で総和に 
対し適合するとみなす。

※エ
操作力 20はのとき
引きしろ 7〜9 ノッチ
全ストローク 17 ノッチ

制動力車両重量の20%以上 
操作力 50は以下

浓1

※丄

液面レベル

皿八又ラインと]^111^ラインの 
間にあること

検 整備 項目

取付けの緩み

遊び及び踏み込んだときの床板との 
すき間

踏みしろ及びきき具合

ブレーキのきき具合

引きしろ

ブレーキのきき具合

ラチェット部の摩耗及び損傷

緩み，がた及び損傷

漏れ，損傷及び取付状態

液量

❿

籲鲁

12
か
月
每

か
月
毎

か
月
每

0

0

整検点
用家自

24
か
月
毎

12

か
月
每

6
か
月
毎

運
行
前

#

❿

点

リ
ン
グ
装
置

ハワ
丨

‘ス
テ
ア

ブ
レ
ー
キ

.
ペ
ダル

駐
車
フ
レ
^ —
キ
.

レハ丨

ケ丨
ブル類
 

ロット及
び

ハイフ
ホー
ス及び

，
タンク

リザーバ

か
じ
取
り
装
置

制

動

装

置
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点検整備方式

備時 
事業用等

期

単
位

千
1^01

判定 基準 備 考

自動調整式

標準厚さ 
使用限度

4.4111111 

1.7腿

標準径 
使用限度

180.0111111
182.0111111

標準厚さ 
使用限度

9.011101 
1.5111111

標準厚さ 
使用限度

18.0111111
16.0111111

検 整備 項目

ホイール.シリング及びディスク 
キヤリパの液漏れ

機能，摩耗及び損傷

機能

油密及び気密

ドラムとライニングとのすき間

シューの摺動部分及びライニングの 
摩耗

ドラムの摩耗及び損傷

バック-プレートの状態

ディスクとハ。ッドとのすき間

パッドの摩耗

デイスクの摩耗及び損傷

損傷及び変形

損傷及び変形

12
か
月
每

籲

3
か
月
每

0

0

か
月
毎

整検点
用家自

24
か
月
每

12
か
月
毎

6
か
月
每

籲

0

00

0

0#

##

0

運
行
前

点

リ
ン
ダ
及
び
デ
ィ
ス
ク
.

キ
ャ
リ
八

マ
ス
タ.
シ
リ
ン
ダ.
ホ
イ
ー
ル.
シ

倍力装置

及
び
ブ
レ
ー
キ
.

シ
ュ
ー

ブ
レ
ー
キ
.

ドラ
ム

フレー
ベック

ブ
レ
ー
キ
.

デ
ィ
ス
ク
及
び
パ
ッ

制

訪33

装

置

アクスル

フロント

-
ハゥジンク 

リ
ャ
チ
ク
ス
ル

走行装置
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点検整備方式

取付部の緩み及び損傷

取付部（ブラケット部を除く。）の緩 
み及び損傷

連結部のがた ，

ブラケットの取付けの緩み及び損傷

置

サヨ
スン

ペチ 連結部のがた及びアームの損傷

シ

ク

ァ
ソ

油漏れ及び損傷 鲁

取付部のがた 鲁

走

行

ホ

タイヤの空気圧 滚3

タイャ仕様 前輪 後輪

5.00-12 - 4四 2.2
(1.8) (2.4)

5.00-12-61^
11^

------- - 3.0

145尺12-6？尺 
135/951112 79/

77し
2.2 3.0

1453尺12 2.2 2.2

1555^12 2.0 2.2

7125/70014 4.2

(単位：は/〇が)

()内は 
丫-奶3 - 
マ-1^34型を 
示す。

タイヤの亀裂及び損傷

タイヤの溝の深さ及び異常な摩耗

装

残 溝
尚速走行時 
(1^タイヤ)

1,6麵まで 

2,41腿まで

タイヤの金属片，石その他の異物

ホイール，ナット及びホイール 
ルトの緩み

ボ ※ェ ホイール，ナットと締付け卜
ルク 8.0〜10.01^春爪

リム及びホイール.ディスクの損傷

置 ル リム，サイド，リング及びホイール 
ディスクの損傷
フロント.ホイール.ベアリングの 

がた 鲁
アクスル中心部における軸方 
向の遊び 〇〜0.05111111

リヤ‘ホイール.ベアリングのがた
アクスル中心部における軸方 
向の遊び 〇〜0.3111111

シ
ヤ
シ
ば
ね

損傷 鲁

左右のたわみの不同
取
付
部
及
ひ
連
結
部

州 
衝 
装

考備準基定半

期時備整検点
単
位
千
^

111

等用業事用家自

12
か
月
每

3
か
月
毎

か
月
每

24
か
月
每

12
か
月
每

6
か
月
毎

運
行
前

巨項備整検点
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点検整備方式

操作機構のがた

達 プ及
口び
ぺド
ララ
0イ
シブ
ャ參
フシ
トャ

フ

連結部の緩み

自在継手部のダスト 
及び損傷

ブーツの亀裂

スプライン部のがた
装

自在継手部のがた

プロペラ.シャフトの振れ

置
アクスル，シャフトのねじれ及び亀裂

デン 
フシ 
アヤ 
レル

油漏れ及び油量

点火プラグの状態

電 点

点火時期
気 火

装 装
断熱器の状態

置 置
デイストリビュータのキャップの状態

進角装置(遅角機構を含む。）の機能

94

油漏れ及び損傷

整備時
用 事業用等

点検 整備 項目

点

運

行
麵國，鼠ん秦
刖

動

ク
ラ
ツ

チ

ペダルの遊び及び切れたときの床板 
とのすき間

作用

期

単
位

千

判定 基準 備 考

^1
遊び 10〜25111111
切れたときの床板とのすき間

90111111以上
1^丁車のみ

※丄 ※1は 
皿丁車のみ

迻1

皿丁車：フイラ.プラグ穴下
端から〇〜5丽の間 
にあること

豇〇マ丁車：レベルゲージの
上限〜下限目印線 
の間にあること

※1は漏れ
のみ

0.6111111以下 4界〇車のみ

フイラ.プラグ穴下端から 
0----- 5 111111の間にあること

※1は漏れ
のみ
4界〇車のみ

プラグ.ギャップ1, 〇〜1,1爪111

(単位：已丁〇〇。/印㈤)

浓1

淡3

スーパチャージャ車 4/800

NAパワステ無]\1丁車 6/800

NAが丁パワステ車 6/850

皿只⑺丁車 6/900

NAはキヤ 
ブレータを 
示す

※ェ
※ョ

ポイントギヤップ
0.4〜0.55腿

接点式のみ

キャブレー 
夕車のみ

ト
ラ
ン
ス
.

ミ
ツ
シ

力 
伝

12
か
月
每

か
月
每

か
月
每

24
か
月
每

0 
4 

籲
検

家自

12
か
月
每

籲

6
か
月
每



点検整備方式

期

単
位

千

判定 基準 備 考

液面レベル
上限〜下限目印線の間にある 
こと

液温20でのとき
比重1.240〜1.280

崁1

浓3

アイドリング回転数(単位：叩爪)

スーパチヤージャ車

NAパワステ無]車

NAが丁パワステ車

舰远〇又丁車

800

850

900

NAはキヤ 
ブレータを
示す

締付けトルク
シリンダ.へッド（冷間）

3.5—4,0^2 # 111

マニホールド

吸気1.5〜1.71¢2 0爪 
排気3.0〜5.01^ #爪

(単位：は/。〇!2-!'口11)

圧縮圧力限界

40ル

9.8-300
(8.3-300)

各気筒間差

1- 0^2/01112 
以内

()内は 
スーパチヤ 
—ジャ車を 

示す

滚1

(冷間) 
吸気 
排気

〇.15腿 
0.20111111

レベル#ゲージのド〜し間に 
あること

※ェ

検 整備 項目

液量

液の比重

ターミナル部の接続状態

接続部の緩み及び損傷

かかり具合及び異音

低速及び加速の状態

排気の状態

エア.クリーナ，エレメントの状態

シリンダ.ヘッド及びマニホールト'
各部の締付状態

圧縮圧力

弁すき間

油の汚れ及び量

油漏れ

オイルの童

0

0

0

時備整検点
等用業用家自

12
か
月
每

か
月
毎

I
X

か
月
每

24
か
月
每

12
か
月
每

か
月
每

運
行
前

#

点

ツテリ

電気配線

本

体

潤
滑
装
置

電
気
装
置

原

訪ゴ5!一

機
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点検整備方式

備時 
事業用等

期

単
位

千 
1¢111

判定 基準 備 考

キャブレー 
夕車のみ

リザーノゞ.タンクの卩〜し間 

にあること。

開弁圧 0.8〜1.01

検 整備 項目

燃料漏れ

キャブレータのリンク機構の状態

スロットル.バルブ及びチヨーク. 
バヮレブの状態

燃料の量

水量

水漏れ

ラジェータ，キャップの機能

配管の損傷

配管等の損傷

チヤコール，キヤニスタの詰まり及 

び損傷

チェック.パ、ルブの機能

触媒反応方式等排出ガス減少装置の 
取付けの緩み及び損傷

配管の損傷及び取付状態

遮熱板の取付けの緩み及び損傷

作用

点滅具合，汚れ及び損傷

12
か
月
每

3
か
月
每

0

籲

#

か
月
每

整検点
用家自

24
か
月
每

12
か
月
每

0

0

か
月
每

運
行
前

鲁

❿

鲁

点

燃

料

 
装

置

冷
却
装
置

原

3

3

達機

ガ
ス
還
元
装
置

フロ丨ハイ

鲁

排
出
抑
止
装
置
 

燃
料
蒸
発
ガ
ス

発
散
防
止
装
置
 

一
酸
化
炭
素
等

止装置
 

熱害防

ば
い
煙、

悪
臭
の
あ
る

ガ
ス、

有
毒
な
ガ
ス
等
の
発
散
防
止
装
置

方
向
指
示
器
 

灯
火
装
置
及
び
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点検整備方式

点検整備時期

判定 基準 備 考
運

行

刖

自家用 事業用等 単
位

千 
让111

点 検 整，備 項 目 6
か
月
每

12
か
月
每

24
か
月
每

1
か
月
每

3
か
月
每

12
か
月
每

警浄口 
音液ス 
器噴夕 
、、射及 
窓装び 
拭置施 
器 '鏡 
'デ装 

洗フ置

作用 鲁 像 鲁 鲁

後及射 
写び鏡 
鏡反

写影の状態 籲

反自番車 
射動号両 
器車標番 
及登又号 
び録は標

汚れ及び損傷 鲁

計
器

作用 鲁 0 鲁 鲁

ヱト及
キ鲁び 
ゾパマ 
,1イフ 
スプラ

取付けの緩み及び損傷 # 籲 籲 0

マフラの機能 籲

車
枠
及
び
車
体

ドア.ロックの機能 籲 籲 鲁 參

緩み及び損傷 鲁 鲁 癱

座

席
座席ベルトの状態 鲁 籲

前いら 
日てれ 
の異た 
運常箇 
行が所
に認
おめ

当該箇所に異常がない事を確認 鲁

そ
の
他

シャシ各部の給油脂状態



点検整備方式

点検整備時期

備 考判定基準

ギヤ，オイルの交換 40

4腳車の
フロント， 

デフアレン 
シャルのみ

装

部 倍力装置ゴム部品の交換 4
⑵

(〉内は 
事業用等

置 倍力装置バキューム.ホースの交換
セ
4
⑵

()内は 
事業用等

動

力

伝

ラッ
ンシ
スョ
睾ン

トランス
交換

シヨン.オイルの
40

カーボン^ブラシの摩耗 〇 〇 摩耗限界マークまで
已⑺丁車
のみ

メーカ推奨項目

()内は 
事業用等

安ブレーキ.ホースの交換

制

リ. 
ザタ 
1ン 

バタ
ブレーキ液の交換

2
⑴

()内は 
事業用等

保

動

マスタ.シリンダ，ホイール.シリ 
ンダ及びディスク.キヤリパのゴム 
部品の交換

セ
2

(1)

()内は 
事業用等

類年毎

毎
の
整
備
千

100

走行キロ

腩

12
か月毎

か月毎
か
月
每

用家白

24
か月毎

12
か月毎

6
か月毎

運
行
前

ン
シ
ャ
ル

デフアレ

達
装
置

 ̂
4 
^
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点検整備方式

点 検 整 備 時 期
運 自 家 用 事業用等 走毎 

行の 
キ整 
口備

千

交時
点 検 整備 項目

行

刖

6
か
月
里

12
か
月
每

24
か
月
每

1
か
月
毎

3
か
月
毎

12
か
月
毎

換期
年
每

判定基準 備考

電

点
火
装
置

点火フ"ラグの交換
隹

10

気

装

置

充
電
発
電
機

ベルトの緩み及び損傷 〇 〇 〇 〇 〇 〇 浓1

ベルトの中央部を約101^6 

の力で押したときのたわ 
み

11 ~ 13111111 
〔 7〜9 01111]
( 5 ~ 7 01111)
(4〜〇咖）

[1内は：
スーパチャージャ 

エアコン無車を 
示す
()内は 

エアコン車を 
示す
()内は

スーパチャージャ 
エアコン車を示す

エア.クリーナ.エレメントの交換 20 1

タイミング，ベルトの緩み 〇 〇 〇 效1

本 タイミンダ.ベルトの交換 4

-

体

スーパチャージヤの油量点検 〇 〇

ス ーノヽ。チャ
ージャ車の 
み

原 スーパチヤージヤ.ベルトの緩み
及び損傷

〇 〇 〇 〇 〇
-

ベルトの中央部を約10吆 
の力で押したときのたわ
み 6〜8咖

スーパチャ
ージャ車の 
み

聲 オイル.フイルタの交換 10
泰

動

潤

滑

装

置

エンジン.オイルの交換
10
⑸
[5]

0.5

()内は
30級オイ
ル使用の場 
合を示す 
【〕内はス

ジャ車を示 
す

力

燃
料
装
置

フューエル.フイルタの交換
會

-
20 1

冷
却
装
置

冷却液の交換 40 2

保
安
部
品

フューエル.ホースの交換
令
4

⑵

()内は事 
業用等
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8—3 サービスデータ

1〇〇



サービスデータ

フロント 

ホイール 

アラメント

リャ
ホイール 

アラメント

卜—ン

キャンバ

キヤスタ

ーイン

キヤンバ

アクスルナット締付トルク

ホイールサイス

ホイールナツト締付トルク

ハンドルの遊び

舵 角

フロントディスク 

の厚さ 麵

フロントブレーキ 

パッドの厚さ

ライニング厚さ

内側

外側

標準

限度

標準

限度

標準

限度

ドラム内径

ブレーキレバー

バッテリ型式（）は

5時間率容量を示す

操作力

引き代

般

寒冷地

2^0 4^0

㈧I ± 3

〇
±45,

3。50, ± I

㈧I ± 3

50, ±45,

18は-⑺

12X4.008

10.01<2-⑺

0〜25圓

36° 25，十ド3〇, 
- 2° 301

330 |0~2： 3^：

1801111

15,5關

爪01

1.5咖

翁4刪

.7關

180麵

20咜

7〜9 ノッチ

26八17闩 

(12い21八卜）

388208

(12い28八卜)

38820只

(12ぃ28八卜)
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8-4 給油脂図

給油個所名 油 脂 名 備 考

1 ラジェータ 冷却水 スバル純正クーラント

2 エンジン エンジンオイル スバルモータオイル
@110(56級）
@ 4界〇 (3卩級）
@スーパー（3迟級）
，レッド（50級）
-ゴールド（30級）

@印：推奬オイルを示す

3 X ーノゞ一'^ヤージヤ スーパーチャージャオイル 通常はオイル量点検
4 トランスミッション トランスミツ 

シヨンオイノレ
スバルギヤオイル
エクストラー75/80

トランスミツシ 
ョンフルード

スバル只〇乂丁フルード

5 フロントデファレンシャル フロントデフ 
アレンシャル 
オイル

トランスミッシヨンオイル〇^了）に
同じ

6 ブレーキ ブレーキフル 
-ド

スバル純正ブレーキフルード5

7 トランスミッション 
メーンシャフトスプライン部

グリース ド又2200クラッチグリース

8 アクスルシャフト 
ベアリング公オイルシール

グリース シェル6459N

9 31
001

グリース モリレックスN0.2またはサンライト
TE2-A

17 550-6003

10 ブレーキ ホイール
シリンダ

グリース ニグループ尺父-2 ピストンブーツ内

パッド、 グリース 。グリース パッドとサポートの摺動部 
パッドとシムの接触面

11 ドラムブレーキ
シューとバックプレートの接触面

グリース ブレーキグリース
(ダフコーニング：モリコート7439)

12 ステアリングギヤボックス グリース バリアントグリース]\12

13 ギヤチヱンジレバー摺動部 グリース 出光ダフニコロニクス1^0, 2

14 その他
ペダル摺動部、リヤゲートヒン 
ジ、ドアヒンジ、ドアチェッカ、
エンジンフードロック部、フュ 
ーエルフイラリッド

グリース サンライト2号 
オートレックス八
コノ、0コート
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関連資料

5八1\^8八闩 整備解説書上巻 ，90-3 67271八

5八謝众闩 整備解説書下巻 ，90,3 67272八

5八171已八闩 新型車解説書概要編 ，90-3 じ7272八

5八閛日八只 新型車解説書 ’ 90 - 3 じ7271八

5八171日八闩 電子制御装置

トラブルシューテイングマニアル ，90-3 卩7271八

5八171日八闩 電気配線図表 ，90-3 父7271八

5八1\^1巳八1^ 新型車解説書整備

解説書(し96車） ，90-7 じ7273八
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